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一
任
を
受
け
、
１２
／
１３（
日
）東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
三
役
６
名
（
事
務
局
長
も
同
席
）
が
集
ま
り

第
１
回
三
役
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
事
（
そ
の
１
）
２
０
２
１
年
度
総
会
・
懇
親

会
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
結
果
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

議
事（
そ
の
２
）次
期
会
長
選
出
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
堺　

亜
琉
現
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
事
務
局　

坂
川　

武
）
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山
本
・
園
田
法
律
事
務
所

弁
護
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園
田
　
峯
生
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本
渡
出
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●
診
療
受
付
時
間　

午
前
九
時
〜
十
二
時
・
午
後
二
時
〜
四
時

●
休
診
日　

日
曜
・
祝
祭
日
（
木
曜
日
午
後
・
土
曜
日
午
後
）

医
療
法
人
社
団
福
神
会

柴
田
産
婦
人
科
医
院

柴
田
　
治
美（苓北

町
出
身
）

〒
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−
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八
王
子
市
横
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町
五
一
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三
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会
長
あ
い
さ
つ  �

・
・
会
長
ご
あ
い
さ
つ
・
・

�

東
京
天
草
郷
友
会　

会
長　

堺　
　

亜　

琉

　

日
頃
よ
り
、
東
京
天
草
郷
友
会
の
皆
様
に
は
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
先
ず
は
嬉
し
い
ご
報
告
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
を
越
え
た
頃
よ
り
新

た
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
拡
大
し
、
感
染
収
束
の
見

通
し
は
つ
か
な
い
状
況
で
す
。
本
年
こ
そ
は
総
会

を
開
催
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
は
会
員
の
皆
様
や
来
賓
の
方
々

に
も
か
え
っ
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
次
第
で
は

な
か
ろ
う
か
と
存
じ
上
げ
、
今
年
は
残
念
な
が
ら

書
面
総
会
と
す
る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。
ど

う
か
ご
理
解
の
上
、
ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
と
存

じ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
不
自
由
を
強
い
ら

れ
て
き
た
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
の
第
一
歩

ガ
ー
大
谷
翔
平
選
手
、
世
界
を
相
手
に
戦
っ
た
姿

は
、
ゴ
ル
フ
や
野
球
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る

人
々
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

又
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
分
野
で
も
真
鍋
淑
郎
氏
が
物

理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
、
日
本
人
と
し
て
の
崇
高
な

誇
り
を
感
じ
ま
す
。

　

明
治
維
新
以
降
、
日
本
人
の
国
際
的
活
躍
は
産

業
の
発
展
と
共
に
あ
り
、
そ
の
礎
を
築
い
た
一
人

が
渋
沢
栄
一
翁
で
す
。
数
々
の
功
績
は
昨
年
の
大

河
ド
ラ
マ
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
５
０
０
近
い
企
業
の
経
営
に
関
わ
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
熊
本
県
に
も
そ
の
足
跡
は
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
明
治
２９
年
に
設
立
さ
れ
た

九
州
商
業
銀
行
は
、
合
併
を
経
て
現
在
の
肥
後
銀

堺　亜琉  会長
… 「老」「壮」「青」のバランスが

とれていることが理想 …

行
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
片
手
に
算
盤
、
片
手
に
論
語
」
と
説
き
、
産

業
の
発
展
と
道
徳
の
両
立
を
進
め
ま
し
た
。
い
わ

ゆ
る
“
和
魂
洋
才
”
で
す
。
医
療
福
祉
な
ど
社
会

的
事
業
に
も
力
を
注
ぎ
、
熊
本
県
で
も
当
時
難
病

で
あ
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
救
済
活
動
を
し
て

い
た
ハ
ン
ナ
・
リ
デ
ル
と
エ
ダ
・
ラ
イ
ト
両
女
史

を
支
援
し
、
国
家
的
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
熊
本
市
内
の
リ
デ
ル
・
ラ

イ
ト
両
女
史
記
念
館
に
そ
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
的
利
益
の
追
求
だ
け
で
は
な
く
公
益
を

追
及
す
る
道
徳
感
は
、
現
在
世
界
中
に
広
ま
っ
て

い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
活

動
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
慧
眼
振
り

に
は
敬
服
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

渋
沢
栄
一
翁
が
生
き
た
時
代
と
同
じ
く
し
て
、

東
京
天
草
郷
友
会
は
誕
生
し
ま
し
た
。
日
本
の
成

長
と
共
に
歩
ま
れ
た
先
人
た
ち
の
ご
所
業
に
想
い

を
馳
せ
る
と
、
東
京
天
草
郷
友
会
の
存
在
の
意
義

や
大
き
さ
を
痛
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
郷
里
天
草
に
産
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
深
く
感

謝
す
る
次
第
で
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
衷
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

を
我
々
は
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
故
に
無
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
早
急
な
特
効
薬
の
開
発
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
昨
年
も
日
本
人
の
国
際
舞
台

で
の
活
躍
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ゴ
ル

フ
の
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

制
し
た
松
山
英
樹
プ
ロ
、
流
行
語
大
賞

に
も
選
ば
れ
た
「
リ
ア
ル
二
刀
流
／

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
」
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

�

総
務
大
臣　

金
子　

恭
之

　

昨
年
の
十
月
発
足
の
岸
田
内
閣
に
お

い
て
総
務
大
臣
に
就
任
し
、
そ
の
直
後

の
総
選
挙
に
お
き
ま
し
て
八
期
目
の
当

選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
務

大
臣
と
い
う
主
要
閣
僚
に
指
名
さ
れ
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
地
方
行

財
政
、
情
報
通
信
、
放
送
、
郵
便
、
統

計
、
消
防
・
防
災
な
ど
幅
広
い
政
策
を

所
管
す
る
大
臣
と
し
て
、
国
民
生
活
に

広
く
関
わ
り
が
あ
り
、
皆
様
方
に
と
っ

て
重
要
な
政
策
実
現
に
向
け
て
日
夜
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

東
京
天
草
郷
友
会
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
我
が
ふ
る
さ
と
へ
の
想

い
を
大
切
に
さ
れ
な
が
ら
各
界
各
層
で

の
ご
活
躍
に
誇
り
を
感
じ
、
心
よ
り
敬

意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　

私
は
天
草
出
身
の
田
代
由
紀
男
先

生
、
園
田
博
之
先
生
の
秘
書
と
し
て
お

仕
え
し
、
そ
の
後
、
平
成
十
二
年
六
月

の
衆
議
院
議
員
初
当
選
か
ら
早
く
も
議

員
活
動
二
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
衆

議
院
議
員
小
選
挙
区
の
区
割
り
改
正
に

伴
い
、
平
成
二
十
六
年
（
前
々
回
）
の

総
選
挙
か
ら
天
草
地
域
も
熊
本
四
区
と

し
て
私
の
選
挙
地
盤
と
な
り
ま
し
た
。

秘
書
時
代
か
ら
す
る
と
約
三
十
八
年
間

皆
様
と
想
い
を
ひ
と
つ
に
こ
の
地
域
に

関
わ
ら
れ
た
事
を
考
え
る
時
、
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
熊
本
県
に
お
い
て
は
、
平
成

二
十
八
年
熊
本
地
震
、
令
和
二
年
七
月

豪
雨
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
災

し
、
特
に
七
月
豪
雨
で
は
県
南
地
域
に

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
か
ら

国
民
の
命
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
道

路
・
河
川
・
港
湾
・
鉄
道
・
空
港
・
下

水
道
な
ど
の
交
通
、
物
流
、
生
活
イ
ン

フ
ラ
の
着
実
・
迅
速
な
強
靭
化
は
大
変

重
要
な
こ
と
で
、
引
き
続
き
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

昭
和
六
十
年
当
時
、
熊
本
都
市
圏
と

県
内
主
要
都
市
を
一
時
間
半
で
結
ぶ

「
九
〇
分
構
想
」
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
に
お
い
て
は
、
高
速
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
道
路
と
し

て
、
地
域
高
規
格
道
路
「
熊
本
天
草
幹

線
道
路
」
の
整
備
が
着
実
に
進
展
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
も
、
第
二
天
草
瀬
戸

大
橋
を
含
む「
本
渡
道
路
」の
整
備
は
、

天
草
地
域
の
皆
様
の
悲
願
で
あ
り
あ
と

一
年
余
り
で
の
完
成
予
定
で
、
こ
の
こ

と
に
よ
り
天
草
地
域
に
お
け
る
産
業

面
、
観
光
面
、
災
害
の
み
な
ら
ず
生
活

面
に
お
い
て
新
た
な
魅
力
を
持
つ
地
方

を
生
み
出
す
効
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

私
の
政
治
信
条
は
「
地
域
の
繁
栄
な

く
し
て
国
の
繁
栄
な
し
」で
あ
り
ま
す
。

地
元
選
出
の
国
会
議
員
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ず
「
現
場
主
義
」
に
徹

底
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
国
民
の
声
を
聞
き
、
皆
様
方

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
た
め
、

邁
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
百
有
余
年
の
歴
史
を
刻

む
天
草
郷
友
会
の
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ぬ
会
員
相
互
の
絆
の
も
と
、
益
々
の
ご

発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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　漸く新型コロナウイルス感染者数も少なくな
り、銀杏の黄

こう

葉
よう

が散り始めた１２／５日（日）、御茶
ノ水の東京ガーデンパレスに役員幹事３９名が集ま
り、今年度第２回幹事会が開催されました。
　一部（会議）の会は塚本幹事長の司会進行で１３
時丁度から進められ、会議に先立ち、堺会長の挨
拶があった後、直ぐ協議に入りました。
　先ず、議事（その１）は各部からの活動報告と
今後の予定。各部長からコロナ禍での難しい活動
等の報告です。　先ず平山財務部長から会報への
広告のお願いがあり、続いて広報部の稲田部長か
ら会報「あまくさ」１１３号は９月発送予定が記事
収集に苦労し１０／３（日）発送となった事と１１４号
は予定通り３月上旬発行に向け、鋭意作業中との
報告がありました。横田組織部長からは来年こそ
地域連絡協議会を開きたいとの報告と人気の映画
「のさりの島」延長放映館のお知らせがありまし
た。女性部の志茂部長からは来年１／２３・２４千葉
方面を予定していた一泊バス旅行は秋以降に延長
するとのことでした。青年部の若松部長は映画撮
影所見学を来年度は計画しているとの発言。事務
局からは１１月末現在の収支について、本田アドバ

イザーからはサークル活動の苓洲会活動について
詳しい報告が行われました。
　続いて議事（その２）は岩下事業部長から創設
１２０年令和４年度総会・懇親会について決定事項
（開催日、会場）検討事項等の報告がありました。
　続いて議事（その３）は次回幹事会の日程、開
催場所その他の提案があり、日程は３／２７（日）、
場所は東京ガーデンパレスに決まり、詳しくは別
途お知らせいたします。
　引き続き議事（その４）では上田副会長から「東
京天草郷友会主催チャリティーゴルフ大会」の実
施案が提出され、その他、ホームページの移行状
況や名刺作成提案、創設１２０年記念大書の寄贈等
が協議され、荒木副会長からの締めの挨拶で一部
の会議は終了しました。
　二部（忘年会）は１４時から高戸副幹事長の司会
で進められ、上田副会長の開会挨拶・乾杯でスター
トし、ソーシャルディスタンスを保ちながらの忘年
会となりました。楽しかった会も１６時少し前に柴田
副会長の挨拶で締め括られ、終了となりました。
� （事務局　坂川　　武）

「東京天草郷友会」第２回幹事会開催「東京天草郷友会」第２回幹事会開催

事務局だより

２０２１年度

　　郵便払込取扱票　　
　　　　利用上のお知らせ

　２０２２年１月１７日（月）からゆうちょ銀行は、
現金を使った支払いや払い込みにおいて、手
数料を新設しました。窓口やATM利用にあた
り、現金で支払いの場合には料金１１０円が加算
されます。加算料金は払込人が支払うことと
なりましたのでご了承ください。
　なお、通帳またはキャシュカードを利用し、
口座から支払う場合、料金変更はありません。

重要！
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「
東
京
牛
深
ハ
イ
ヤ
の
会
」
は
平
成
２４
年
７

月
に
発
足
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
平
成
２２
年

の
東
京
天
草
郷
友
会
の
総
会
に
東
京
牛
深
会
の

有
志
が
ハ
イ
ヤ
踊
り
を
踊
っ
て
郷
友
会
の
方
々

に
広
く
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
、
Ｃ
Ｄ
を
持

ち
込
み
『
道
中
踊
り
』
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ

の
時
、
会
場
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
「
牛
深
ハ
イ

ヤ
な
ど
聞
い
た
事
も
な
い
」
と
の
声
を
沢
山
聞

き
、
驚
き
ま
し
た
。

　

民
謡
の
研
究
家
で
あ
る
鹿
児
島
大
学
の
教
授

の
説
に
よ
る
と
、
牛
深
ハ
イ
ヤ
は
全
国
の
ハ
イ

ヤ
系
民
謡
（
佐
渡
オ
ケ
サ
等
）
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
と
聞
き
、
誇
り
を
持
っ
て
い
た
の
は
私
達
だ

け
だ
っ
た
と
思
い
知
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
「
井
の
中
の
蛙
…
」
か
ら
脱
し
よ
う
と

決
意
し
、
関
東
在
住
の
東
京
天
草
郷
友
会
・
東

京
牛
深
会
・
同
窓
会
の
方
々
に
有
志
を
つ
の
り
、

東
京
牛
深
ハ
イ
ヤ
の
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

又
、
牛
深
に
戻
り
「
牛
深
ハ
イ
ヤ
保
存
会
」

の
先
生
に
直
接
指
導
も
受
け
稽
古
を
重
ね
て
参

り
ま
し
た
。

　

発
足
の
年
の
暮
れ
に
は
、
翌
年
の
東
京
ド
ー

ム
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」、
次
の
年
に
は
県
の

東
京
事
務
所
か
ら
『
日
本
橋
・
京
橋
祭
り
』
出

演
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
各
種
イ
ベ

ン
ト
・
地
域
の
祭
・
施
設
訪
問
等
に
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
多
い
時
は
年
間
２４
回
の
出
演
を

し
ま
し
た
。

　

平
成
２６
年
「
牛
深
ハ
イ
ヤ
踊
り
」
に
会
と
し

て
初
参
加
し
た
際
、
当
時
の
市
長
と
面
談
さ
せ

て
頂
い
た
時
、当
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
東

京
牛
深
ハ
イ
ヤ
の
会
は
牛
深
ハ
イ
ヤ
を
踊
っ

て
、
東
京
か
ら
天
草
を
発
信
し
て
い
ま
す
」
を

聞
き
、
市
長
は
「
そ
う
で
す
。
い
く
ら
天
草
か

ら
発
信
し
て
も
た
か
が
知
れ
て
ま
す
。
東
京
で

発
信
す
る
の
が
一
番
効
果
が
あ
る
の
で
す
」
と

言
っ
て
頂
き
、
そ
の
後
牛
深
市
役
所
の
ハ
イ
ヤ

チ
ー
ム
の
先
生
方
を
定
期
的
に
派
遣
し
て
頂
き

ご
指
導
を
受
け
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
番
組
で
牛
深
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

結
び
踊
り
を
披
露
し
故
郷
を
元
気
付
け
ま
し

た
。
現
在
会
員
登
録
は
３８
名
。
牛
深
及
び
熊
本

県
内
に
加
え
、田
舎
の
踊
り
に
似
て
い
た
、ル
ー

ツ
だ
っ
た
の
理
由
で
各
地
の
方
々
に
参
加
頂
い

て
い
ま
す
。
今
回
「
ふ
る
さ
と
文
化
賞
」
を
頂

い
た
の
も
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
と
思
い
、

今
後
も
こ
の
「
ふ
る
さ
と
愛
」
を
忘
れ
ず
精
進

い
た
し
ま
す
。

東
京
牛
深
ハ
イ
ヤ
の
会
の
紹
介

�

会
長　

下
川　

洋
子▲東京熊本県人会にて

下川洋子会長（左の方）

▲東京天草郷友会にて踊りの披露

▲牛深総合センター　西嶋所長様ご提供

▲東京・日本橋祭りで、踊り・練り歩き

ふ
る
さ
と
文
化
賞
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帰
郷
さ
れ
、
パ
ー
ル
ラ
イ

ン
を
通
過
さ
れ
る
際
、
正

面
に
大
き
く
構
え
た
老
岳

の
左
側
に
天
草
の
最
高
峰

倉
岳
（
６
８
２
ｍ
）
と
第
二
峰
矢
筈
岳
が
そ
び
え

て
い
ま
す
。
そ
の
麓
に
不
知
火
海
に
面
し
倉
岳
地

域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
３
人
の
う
ち
２
人
が
倉
岳
出
身
の

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
活
躍
か
ら
、

フ
ァ
ン
を
中
心
と
し
た
聖
地
巡
り
が
き
っ
か
け

で
、
倉
岳
神
社
か
ら
の
眺
望
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ

れ「
天
空
の
鳥
居
」と
し
て
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

休
日
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
平
日
で
も
天
気
の
い

い
日
に
は
多
く
の
登
山
客

が
あ
り
賑
っ
て
お
り
ま
す
。

　

雲
仙
天
草
国
立
公
園
の

区
域
で
も
あ
る
倉
岳
山
頂

に
は
、
旧
３
村
（
棚
底
・

浦
・
栖
本
）
の
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
祠
が
あ
り
、
石

の
舟
が
奉
納
さ
れ
、
航
海
安
全
の
神
様
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

第
二
峰
で
あ
る
矢
筈
岳
に
は
旧
宮
田
村
に
向
か

い
金
毘
羅
様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

倉
岳
山
頂
は
３
６
０
度
、
矢
筈
岳
も
２
７
０
度

の
素
晴
ら
し
い
眺
望
が
広
が
っ
て
お
り
、
雨
上
が

り
な
ど
、
霞
が
か
か
っ
て
い
な
い
時
に
は
、
阿
蘇

や
桜
島
の
噴
煙
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

倉
岳
山
頂
ま
で
は
、
車
で
昇
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
道
幅
は
け
し
て
広
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
麓

に
車
を
止
め
ら
れ
、
片
道
約
２
時
間
の
登
山
を
楽

し
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

倉
岳
は
人
口
２
，
６
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
と

あ
ま
く
さ
ト
ピ
ッ
ク
ス

あ
ま
く
さ
ト
ピ
ッ
ク
ス

天　

草　

編

博
物
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

御
所
浦
支
所
長　

友
村
勝
男

　

御
所
浦
町
で
は
、「
御

所
浦
恐
竜
の
島
博
物
館
」

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
御
所
浦
港
の
目
の

前
に
あ
る
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
を
解
体
し
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
の
博
物
館
を
建
設
す

る
計
画
で
、
令
和
５
年
１０
月
の
開
館
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
令
和
３
年
１２
月
に

既
存
施
設
の
解
体
に
着
手

し
、
令
和
４
年
度
か
ら
５
年

度
に
か
け
て
新
た
に
博
物

館
を
建
設
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
の
開
館
に
よ
っ

て
多
く
の
観
光
客
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
こ
の
機
会
を

地
域
の
活
性
化
に
ど
う
繋

げ
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
御
所
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
町
内
に

５
つ
あ
る
地
区
振
興
会
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

博
物
館
を
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
た
め
の
検

討
を
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
多
く
の
方
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
住
民
自
ら
が
考
え
実
行
し
て

い
く
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

▲御所浦恐竜の島博物館完成予想図

▲「天空の鳥居」

　

ま
た
、
御
所
浦
町
の
観
光
の
目
玉
に
な
っ
て
い

る
烏
峠
の
山
頂
か
ら
は
、
３
６
０
度
の
海
の
大
パ

ノ
ラ
マ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
３０
年

度
か
ら
は
嵐
口
地
区
振
興
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
主
体
と
な
っ
て
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
も
行
わ
れ
、
令
和
２
年
度
に
お
披
露
目
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
大

規
模
な
イ
ベ
ン
ト
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３５

名
の
登
山
愛
好
者
に
参
加
い
た
だ
き
、
大
変
好
評

で
し
た
。

　

現
在
、
災
害
復
旧
工
事
と
砂
防
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
た
め
、
工
事
終
了
ま
で
一
般
の
方
は
烏
峠

に
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
令
和
５
年
の
博
物

館
開
館
時
に
は
新
し
い

博
物
館
と
と
も
に
、
烏

峠
か
ら
の
景
色
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
の
時
に

は
、
御
所
浦
は
今
よ
り

も
っ
と
楽
し
く
、
魅
力
的
な
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御
所
浦
を
訪
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。倉

岳
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

倉
岳
支
所
長　

稲
田
正
一
郎

　

東
京
天
草
郷
友
会
の
皆
様
、
倉
岳
へ
お
出
で
に

な
っ
た
こ
と
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
？　

陸
路
に
て

友村勝男支所長

稲田正一郎支所長

▲烏峠山頂からの眺望
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さ
て
、
２
０
１
８
年
夏

に
世
界
遺
産
登
録
が
決
定

し
た「
天
草
の
﨑
津
集
落
」

は
、
２
０
２
１
年
で
３
周

年
を
迎
え
、記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

光
に
よ
る
演
出
な
ど
に
取
り
組
み
、
多
く
の
人
に

崎
津
集
落
の
魅
力
を
伝
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
中
で

も
、﨑
津
教
会
に
は
、１１
月
２８
日
か
ら
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
教
会
が

神
秘
的
に
浮
き
上
が
り
、
周
辺
は
厳
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
﨑
津
集
落

を
訪
れ
る
来
訪
者
数
は
、
１１
月
に
は
今
年
１
番
と

な
る
９
，
９
５
３
人
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
登
録
年
同
月
比
の
約
４９
％
と
厳
し
い
状
況
は

今
年
度
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
河
浦
中
学
校
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
は
、
元
気
よ
く
来
訪
者

を
お
迎
え
し
、
１０
月
に
は
、
１
年
生
８
名
が
ガ
イ

ド
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１２
月
に

は
、
河
浦
中
の
３
年
生
３
人
と
、
長
崎
県
島
原
市

（
原
城
跡
＝
構
成
資
産
の
ひ
と
つ
）
の
南
有
馬
中

の
生
徒
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
、
お
互
い
の
世

界
文
化
遺
産
に
関
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。
生
徒
に
よ
る
ガ
イ
ド

は
、“
地
域
を
愛
す
る
心
”

を
育
て
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
域
に
「
誇
り
」
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
実
践

的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

来
訪
者
に
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
２
０
２
０
年
国
勢

調
査
で
は
、
河
浦
町
の
人

こ
ろ
で
す
が
、
地
域
内
に
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小

中
高
等
学
校
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育
か

ら
、
高
等
教
育
ま
で
連
携
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て

お
り
、
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
を
し
て
く
れ

ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
元
気
な
挨
拶
で
気
分
を
良
く
し
、

適
度
な
運
動
と
素
晴
ら
し
い
眺
望
で
目
と
心
の
保

養
に
ぜ
ひ
倉
岳
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

東
京
天
草
郷
友
会
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

新
和
の
地
域
資
源
を
活
か
し
て

新
和
支
所
長　

松
下
偉
敏

　

東
京
天
草
郷
友
会
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

て
、
新
和
地
域
は
、
天
草
下
島
の
東
部
に
位
置
し
、

雲
仙
天
草
国
立
公
園
の
景
観
豊
か
な
竜
洞
山
な
ど

を
有
す
る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

当
地
域
の
玄
関
口
で
あ
る
大
宮
地
川
河
口
付
近

に
は
、
お
よ
そ
３
ha
の
遊
水
地
に
１
万
本
が
自
生

す
る「
は
ま
ぼ
う
」の
群
生
地
が
拡
が
っ
て
お
り
、

そ
の
規
模
は
国
内
最
大
級
を
誇
り
ま
す
。「
は
ま

ぼ
う
」
は
、
ア
オ
イ
科
フ

ヨ
ウ
属
の
落
葉
低
木
で
、

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
よ
う
な

黄
色
い
可
憐
な
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
天
草
各
地
の
海

岸
沿
い
に
多
く
自
生
し
て

お
り
、
平
成
２１
年
に
は
市
の
花
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
新
和
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
こ
の
広
大

▲河浦中学校ボランティアガイドの皆さん

▲群生地に咲き誇る「はまぼう」

な
群
生
地
に
自
生
す
る
市
の
花
「
は
ま
ぼ
う
」
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、見
頃
を
迎
え
る
７
月
に
毎
年「
観

察
週
間
」
を
開
催
し
多
く
の
来
場
者
を
お
迎
え
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
は
ま
ぼ
う
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
「
は
ま
ぼ
う
マ
ス
ク
」
を
新
た
に
作
製
し
こ
れ

ま
で
３
千
枚
を
販
売
す
る
な
ど
好
評
を
得
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
当
地
域
は
古
来
よ
り
伝
わ
る
「
楊
貴
妃

伝
説
」
に
ち
な
み
、
毎
年
１１
月
に
は
「
し
ん
わ
楊

貴
妃
祭
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
感
染
状
況
が
落
ち
着

き
、
２
年
ぶ
り
と
な
る
祭
り
を
１１
月
２１
日（
日
）に

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
地
で
中

止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が

多
い
中
に
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
中
で
多

く
の
方
々
に
安
全
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
来
場

者
か
ら
は
「
開
催
し
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

の
声
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
当
地
域
は
６
地
区
（
小
宮
地
・

宮
南
・
大
宮
地
・
大
多
尾
・
中
田
・
碇
石
）
の
各

振
興
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
口
減
少
、
高
齢

化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
が
一
体
と
な
り
昔
な
が
ら
の
連
帯
感

で
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

﨑
津
集
落
登
録
３
周
年

�

河
浦
支
所
長　

出
永　

太

　

東
京
天
草
郷
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

口
は
、
３
，
８
３
７
人
と
５
年
前
の
調
査
と
比
べ

て
７
５
２
人
少
な
く
、
減
少
率
は
１６
・
３９
％
と
市

内
一
番
と
な
り
、
高
齢
化
率
は
、
５０
％
を
超
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
、
過
疎
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
幸
い

に
し
て
河
浦
地
域
は
、
南
蛮
文
化
が
伝
来
し
、
独

自
の
文
化
が
生
ま
れ
た
歴
史
を
有
し
て
お
り
、「
郷

土
の
宝
」
と
し
て
活
用
で
き
る
強
み
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
歴
史
文
化
を
地
域
発
展
に
結
び
つ

け
る
た
め
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
郷
友
会
の
皆
様
の
ご

支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出永太支所長

松下偉敏支所長

「
天
草
市
ふ
る
さ
と
住
民
」

�

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
天
草
市
で
は
、
出
身
者
等
、
本
市
を
応
援
し

た
い
方
な
ら
誰
で
も
無
料
で
登
録
で
き
る
「
天

草
市
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
を
設
け
て
運

用
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
で
天
草
市
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
や
、
や
り
た
い
こ
と
を
登
録
時
に

お
聞
き
し
、
本
市
の
取
組
み
等
に
活
か
し
な
が

ら
一
緒
に
天
草
市
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
天
草
市
出
身
の
方
に
限
ら
ず
、

本
市
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い
た
方
、
天

草
が
大
好
き
な
方
な
ど
、
沢
山
の
皆
様
の
登
録

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
さ
れ
る
と
特
典
も
ご
準
備
し
て

お
り
ま
す
。

【
登
録
特
典
】

・
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
特
別
運
賃
の
提
供

・
広
報
誌
や
チ
ラ
シ
の
送
付

・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行

・
ふ
る
さ
と
住
民
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加　
等

【
お
申
込
み
方
法
】

　
天
草
市
役
所
地
域
政
策
課
へ

ご
連
絡
又
は
、
下
の
「
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
」
か
ら

天草市役所地域政策課　TEL：０９６９（２７）６０００ ／ FAX：０９６９（２４）２７４４
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関東ふるさと新和会関東ふるさと新和会「歩こう会」「歩こう会」
　１１月２０日、第１２回目の歩こう会の行き先は埼玉
県所沢市にある　『航空公園』です。今回お邪魔
して初めて知りましたが、明治４４年に作られた、
日本初の飛行場の跡地だそうです。運動広場や野
外ステージなどもあり、２０２０年東京オリンピック
の聖火リレーで、埼玉県初日の７月６日のゴール
地点でセレブレーション会場にもなった、様々な
イベントが行われている公園です。なので敷地は
とっても広く、日ごろ運動不足の私に耐えられる
だろうかと心配でしたが、年を重ねるのはみな同
じ、不安も同じだったようで、今回の歩行距離は
過去最少だったこともあり、とってもありがたい
工程でした。第一目的の航空記念博物館を見学（有
料）し、飛行機乗りにでもなったかのように目を
輝かせている男性陣を尻目に広場で開催されてい
たフリーマーケットのほうに興味津々の女性陣で

したが、今回フリマはあきらめて食欲に気持ちを
切り替え、紅葉の際立つ銀杏の木の下（シートを
敷く場所は紅葉が美しく、しかもトイレが近い場
所限定）で持ち寄りのお弁当に目を輝かせており
ました。私は久々に参加させていただきましたが、
おいしい空気と、美しい景色今はコロナ禍で、中々
会うこともできなくなっている新和会の皆さんと
近況を語りながら酌み交わす、ほんの少しのアル
コール…このなんとおいしいことよ。やっぱ「歩
こう会」はこれですよね。五感センサーがバチバ
チ働いて、おかずが３品分くらい増えたような価
値がある気がしているのは私だけじゃないと思い
ます。コロナ禍で見合わせとなっている行事がた
くさんあると思います。一日も早く終息して普通
のことが普通に楽しめる日々になってほしいと切
に願います。
� 船元益美　
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関
東
有
明
会

関
東
有
明
会
のの
発
足
発
足
か
ら
今
日
ま
で

か
ら
今
日
ま
で

関
東
有
明
会
会
長　

関
東
有
明
会
会
長　

今
福　

幸
春

今
福　

幸
春

　

関
東
有
明
会
は
、
東
京
天
草
郷
友
会
の
中
で
最

後
の
地
域
会
と
し
て
、
２
０
０
９
年
３
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
会
の
誕
生
か
ら
今
日
ま
で

の
状
況
を
ご
報
告
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
新
し
く

地
域
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
方
の
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
悲
願
の
会
の
誕
生
」

　

２
０
０
８
年
７
月
に
有
明
出
身
の
５
人
（
吉
田

安
人
さ
ん
、
赤
城
一
徳
さ
ん
、
赤
城
光
則
さ
ん
、

松
崎
文
雄
さ
ん
、
小
崎
智
富
さ
ん
）
と
私
の
６
人

が
都
内
に
集
ま
り
、
有
明
会
の
発
足
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
輩
の
会
の
設
立
に

対
す
る
熱
い
思
い
に
感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
の
時
、
会
長
に
赤
城
一
徳
さ
ん
、
副
会
長

に
吉
田
安
人
さ
ん
、
赤
城
光
則
さ
ん
、
小
崎
智
富

さ
ん
、
相
談
役
に
松
崎
文
雄
さ
ん
、
事
務
局
に
私

が
立
候
補
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
設
立
総
会

は
翌
年
の
３
月
１５
日
と
し
、
そ
れ
ま
で
に
会
則
、

会
員
名
簿
を
作
成
し
、
案
内
状
送
付
準
備
を
す
る

よ
う
に
指
示
を
受
け
ま
し
た
。

　

会
員
名
簿
は
、
郷
友
会
事
務
局
か
ら
８０
名
の
名

簿
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
基
に
６５
名
の
有
効
名
簿

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

第
１
回
総
会
の
会
場
は
「
六
本
木
熊
本
会
館
」

を
無
料
で
借
り
、
飲
み
物
、
弁
当
持
ち
込
み
で
さ

さ
や
か
に
関
東
有
明
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

「
５
年
目
か
ら
大
き
く
拡
大
」

　

当
初
４
年
間
は
、
東
日
本
大
震
災
も
あ
り
、
総

会
出
席
者
は
、
３０
名
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
３
年
か
ら
名
簿
と
役
員
体
制
の
充
実
と
と

も
に
総
会
出
席
者
が
急
拡
大
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

・
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流

・
故
郷
と
の
親
密
な
連
携
と
発
展
へ
の
寄
与

を
目
標
に
、
役
員
一
同
地
道
な
活
動
を
繰
り
返
し

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
郷
友
会
、
関
西
有
明
会
、
有
明
町

の
各
界
の
方
々
と
の
交
流
拡
大
、「
総
会
と
同
窓
会

の
抱
き
合
せ
」、「
還
暦
者
無
料
招
待
」、「
若
手
無
料

招
待
」
な
ど
で
す
。

　

特
に
、
２
０
１
８
年
の
第
１０
回
総
会
に
、「
大
浦

阿
蘇
神
社
獅
子
舞
」
を
招
待
し
、
秋
に
返
礼
天
草
ツ

ア
ー
を
挙
行
し
た
こ
と
に
よ
り
一
層
交
流
が
深
ま
り

ま
し
た
。

　

発
足
後
１０
年
で
、
会
員
数
２
・
７
倍
、
出
席
者
数

３
倍
と
大
き
く
飛
躍
で
き
ま
し
た
。

「
今
後
の
課
題
」

　

２
０
２
０
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
総
会
を
中
止

し
、
２
０
２
２
年
の
総
会
も
延
期
を
し
て
終
息
を
待

つ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
再
開
後
は
、
コ
ロ
ナ
後
の

早
期
回
復
と
会
員
の
方
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と
へ
の

対
応
に
全
力
を
注
ぐ
つ
も
り
で
す
。

◀第1回総会と第１０回総会の参加者

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

10周年記念

参加者 会員数との差

東
日
本
大
震
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中
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コ
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ナ
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関東有明会総会参加者数と会員数の推移
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平
野
保
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。
こ
う
し
て
野
中
兄
弟

の
牛
乳
帝
国
は
完
成
を
見
ま
す
。
こ
う
し
て
富
を

蓄
え
た
野
中
儀
三
次
は
１
９
２
８
年
に
大
金
を
抱

え
天
草
に
帰
る
事
に
。
喜
八
は
自
分
が
経
営
し
て

い
た
新
店
を
平
木
亀
次
郎
に
任
せ
て
新
木
兄
弟
を

連
れ
本
店
に
戻
り
ま
す
。
こ
の
新
体
制
も
成
功
し

店
は
大
繁
盛
。
そ
の
４
年
後
に
喜
八
も
現
在
の
貨

幣
価
値
で
数
億
円
分
の
現
金
を
持
っ
て
天
草
に
戻

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
店
は
平
木
亀

次
郎
と
新
木
猛
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
ま
す
。
働

き
者
の
天
草
人
は
リ
マ
で
牛
乳
商
と
し
て
成
功
を

お
さ
め
た
の
で
す
。
こ
の
野
中
兄
弟
グ
ル
ー
プ
と

は
別
に
同
じ
船
に
乗
っ
て
ペ
ル
ー
に
来
た
栖
本
村

の
金
子
治
松
や
赤
崎
村
の
今
福
代
六
ら
も
牛
乳
事

業
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ペ
ル
ー
で
の
天
草
人
の
起
業
物
語
を
見

て
き
ま
し
た
。

　

事
業
の
成
功
失
敗
は
と
も
か
く
こ
れ
が
海
外
出

稼
ぎ
人
の
姿
で
す
。
つ
ま
り
俗
に
言
わ
れ
て
い
る

か
ら
ゆ
き
さ
ん
、
か
ら
ゆ
き
ど
ん
の
実
態
、
一
般

的
な
実
例
だ
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
記
し
て
終

わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

青木　賢治氏
天草市浜崎町在住／あおき屋（ふるさと味自慢の
会）代表／天草レキバナ（天草の歴史と昔話を話
す会）の主催者
※�東京天草郷友会総会に、物産販売で度々ご協

力いただいている。

　

今
回
は
南
米
ペ
ル
ー
で
牛
乳
商
を
営
み
成
功
し

た
天
草
人
に
つ
い
て
書
い
て
い
き
ま
す
。

　

１
９
１
４
年
に
横
浜
を
出
発
す
る
ペ
ル
ー
行
き

の
船
に
中
田
村
の
野
中
儀
三
次
と
喜
八
兄
弟
は
そ

れ
ぞ
れ
の
配
偶
者
と
一
緒
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
ペ
ル
ー
の
農
園
で
働
く
契
約
移
民
で
あ
り

ま
す
。
当
時
の
日
本
は
国
民
を
国
の
政
策
と
し
て

海
外
に
労
働
力
と
し
て
派
遣
し
て
居
ま
し
た
。
野

中
兄
弟
は
そ
の
求
め
に
応
じ
て
移
民
と
な
っ
た
わ

け
で
す
。
彼
ら
は
カ
ニ
ェ
テ
の
農
園
で
二
年
ほ
ど

働
き
そ
の
後
首
都
で
あ
る
リ
マ
に
引
っ
越
し
ま

す
。
兄
で
あ
る
儀
三
次
は
理
容
店
を
開
い
た
り
レ

ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
ま
す
。
弟
の
喜
八
は
リ
マ
で

ど
の
よ
う
な
職
に
つ
い
て
い
た
の
か
は
不
明
。
当

時
は
天
草
に
送
金
で
き
る
ほ
ど
の
余
裕
は
無
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　

た
だ
喜
八
は
現
地
人
が
経
営
し
て
い
た
牛
乳
店

を
買
収
し
牛
乳
商
と
な
っ
て
か
ら
経
済
的
余
裕
が

で
き
た
よ
う
で
す
。
牛
乳
商
の
仕
事
は
郊
外
の
牧

場
か
ら
牛
乳
を
買
い
店
で
瓶
詰
め
し
て
お
得
意
先

に
配
達
す
る
と
い
う
も
の
。
こ
れ
を
午
前
と
午
後

二
回
行
い
同
時
に
店
で
喫
茶
店
や
カ
フ
ェ
業
務
を

営
み
ま
す
。
牛
乳
の
買
付
に
朝
４
時
に
起
き
カ

フ
ェ
は
夜
１１
時
ま
で
開
け
る
の
で
か
な
り
の
長
時

間
労
働
で
す
ね
。
こ
ん
な
大
変
な
仕
事
は
ペ
ル
ー

人
は
嫌
が
る
の
で
日
本
人
が
参
入
し
て
も
ト
ラ
ブ

ル
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
な
ら
超
ブ
ラ
ッ
ク

な
仕
事
と
言
え
ま
す
が
後
に
店
員
と
し
て
働
く

こ
と
に
な
る
中
田
村
出
身
の
平
木
亀
次
郎
の
証

言
で
は
全
然
辛
く
な
か
っ
た
し
仕
事
で
嫌
な
思

い
は
し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
明
治
大
正
の
日
本
人
は
労
働
力
と
し
て
現

代
の
我
々
と
は
モ
ノ
が
違
い
ま
す
。

　

さ
ー
そ
ん
な
大
変
な
牛
乳
商
と
な
っ
た
野
中
喜

八
は
一
財
産
築
い
た
の
で
天
草
に
土
地
家
屋
を
買

う
た
め
一
時
帰
国
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
喜
八
は

ペ
ル
ー
に
骨
を
埋
め
る
つ
も
り
は
無
か
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
天
草
移
民
の
多
数
派
で

あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
天
草
移
民
は
子
ど
も
が
学

齢
期
に
な
る
と
天
草
に
帰
る
の
で
し
た
。
で
、
喜

八
は
天
草
に
帰
る
間
自
分
の
店
を
兄
で
あ
る
儀
三

次
に
任
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
儀
三
次
さ
ん
も

食
堂
を
そ
れ
な
り
に
繁
盛
さ
せ
て
は
い
た
よ
う
で

す
が
牛
乳
商
の
方
が
儲
か
る
と
の
思
惑
と
弟
か
ら

の
説
得
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

店
を
兄
に
任
せ
て
天
草
に
帰
国
し
た
喜
八
は
天

草
で
土
地
と
家
を
買
い
碇
石
の
新
木
フ
ク
ノ
と
再

婚
（
一
緒
に
ペ
ル
ー
に
渡
っ
た
妻
と
の
関
係
は
不

明
）
そ
し
て
自
分
の
甥
平
木
亀
次
郎
と
妻
の
弟
新

木
光
義
を
連
れ
て
再
び
ペ
ル
ー
へ
渡
り
ま
す
。
そ

し
て
兄
に
任
せ
た
店
と
は
別
に
リ
マ
市
内
に
新
し

く
牛
乳
店
を
開
き
連
れ
て
来
た
妻
と
甥
、
義
兄
弟

と
一
緒
に
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
さ
ら
に
喜

八
は
新
木
光
義
の
兄
で
あ
る
新
木
猛
と
親
戚
筋
の

ペ
ル
ー
で
の
起
業
物
語青

木　

賢
治

青
木　

賢
治

有
機
栽
培
の
お
い
し
い
果
物
全
般

　
　
　
　
　
　

―
産
地
直
送
い
た
し
ま
す
―

株
式
会
社
　
リ
ブ
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役　

本
田
　
治
幸

（
姫
戸
町
出
身
）　

〒
134

−

0013 

江
戸
川
区
江
戸
川
六

−

三

−

四

　
　
　
　

電　

話　

〇
三（
三
六
八
九
）五
二
四
一

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
三
六
八
九
）五
二
六
六

有
限
会
社  

マ
キ
ノ
・
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役
　

岩
下
　
幹
子

〒
２
７
０

−

０
２
２
５

千
葉
県
野
田
市
平
井
２
３
０

電
話
／
０ 

４

−

７
１
９
８

−

１
１
２
３

【
三
ツ
堀
営
業
所
】〒
２
７
８

−

０
０
１
１

　
　
　

千
葉
県
野
田
市
三
ツ
堀
４
１
１

−

１
３
２

電
話
／
０ 

４

−

７
１
７
０

−

０
５
５
７
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今
回
は
悲
し
い
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
七
日
に
岩
崎
先
生
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。

　

私
た
ち
を
約
十
年
に
わ
た
り
俳
句
の
指
導
を
し

て
下
さ
っ
た
大
切
な
先
生
で
し
た
。
直
後
の
十
月

二
十
四
日
の
句
会
が
始
ま
る
前
に
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
岩
崎
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

感
謝
し
て
も
、
し
足
り
な
い
位
の
先
生
で
し
た
。

別
頁
で
岩
崎
先
生
を
偲
ん
で
会
員
の
思
い
出
を
掲

載
し
ま
し
た
の
で
そ
ち
ら
を
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

　

さ
て
、
苓
洲
会
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
人
数
は
増
え
ま
せ
ん
が
楽
し
く

句
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
い
ま
八
名
が
フ
ル
メ

ン
バ
ー
な
の
で
、
こ
の
二
倍
ま
で
は
増
や
し
た
い

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の
会
場
が
主
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
で
危
な
い
時
は
リ
モ
ー
ト
（
オ
ン
ラ

イ
ン
）
句
会
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
な
か
な
か
乙

な
も
の
で
す
よ
。
自
宅
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
み
ん

な
の
顔
を
パ
ソ
コ
ン
で
見
て
行
う
の
も
臨
場
感
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
一
度
だ
け
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会

を
や
っ
た
の
で
す
が
面
白
か
っ
た
で
す
よ
。
何
か

不
思
議
な
感
覚
で
す
が
、
十
分
現
実
感
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
る
で
居
酒
屋
で
飲
ん
で
い
る
み
た
い
で

し
た
。

　

話
が
そ
れ
ま
し
た
が
、
私
達
は
今
、
横
浜
が
活

動
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
吟
行
も

横
浜
周
辺
が
中
心
で
す
。
昨
年
の
十
一
月
の
吟
行

は
（
年
に
二
回
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
）
横
浜

三
溪
園
で
し
た
。
そ
の
前
も
同
じ
三
溪
園
で
し
た

が
、
広
い
の
で
一
回
で
は
回
り
き
れ
ず
も
う
一
回

行
こ
う
と
成
っ
た
訳
で
す
。
そ
れ
で
も
季
節
が
違

う
と
同
じ
景
色
で
も
別
物
で
、
俳
句
も
ち
ゃ
ん
と

季
節
に
添
っ
た
題
材
を
使
っ
た
名
句
？
に
な
る
も

の
で
す
。
こ
れ
は
新
発
見
で
し
た
。

　

例
え
ば
次
の
二
句
は
私
の
私
見
で
す
が
、

・
梅
雨
晴
間
百
年
松
を
風
通
る�

今
福

　

こ
れ
は
六
月
吟
行
の
句
で
百
年
続
く
松
の
様
子

を
詠
ん
で
い
ま
す
。
梅
雨
時
の
涼
風
感
が
で
て
い

ま
す
。

・
大
銀
杏
散
ら
す
落
ち
葉
の
ま
ば
ゆ
き
て�

山
下

　

十
一
月
、
三
溪
園
に
も
黄
色
い
銀
杏
の
葉
が
舞
っ

て
い
て
晩
秋
ら
し
さ
が
で
て
い
ま
す
。
同
じ
園
の

風
景
で
も
初
夏
は
松
、
晩
秋
は
銀
杏
と
取
り
上
げ

る
俳
句
の
題
材
も
違
っ
て
い
て
、
そ
の
季
節
の
感

動
す
る
も
の
に
句
作
り
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
み
ん
な
の
句

を
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
そ
こ
か
し
こ
庭
木
切
る
音
鳥
渡
る�

山
下

・
一
宿
の
の
さ
り
と
お
も
ふ
柚
子
湯
か
な�

本
田

・
い
つ
の
間
に
雲
高
々
と
秋
の
声�

平
山

・
ひ
た
す
ら
に
通
草
の
場
所
へ
藪
分
け
る�

坂
川

・
見
上
げ
る
と
透
け
て
日
の
さ
す
冬
紅
葉�

安
達

・
す
ぐ
其
処
に
あ
の
世
あ
る
よ
な
冬
日
か
な�

赤
石

・
寒
蘭
の
孤
高
の
色
や
北
出
窓�

今
福

　

俳
句
を
作
る
時
、
も
が
い
て
も
が
い
て
、
や
っ

と
出
来
る
事
が
人
生
の
達
成
感
と
喜
び
を
も
た
ら

し
て
気
持
ち
を
若
く
さ
せ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
証

拠
に
苓
洲
会
の
仲
間
は
若
い
！
（
と
思
い
ま
す
）

　

読
者
の
み
な
さ
ん
、
俳
句
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？　

そ
し
て
苓
洲
会
に
投
句
し
て
下
さ
い
。

　

み
ん
な
で
創
作
す
る
喜
び
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

俳
句
と
天
草
の
仲
間
た
ち

�

苓
洲
会　

俳
句
の
会
　
本
田
　
治
幸

◆
◆
株
式
会
社
　
藤
川
工
務
店

代
表
取
締
役

藤
川
　
圭
一
（
新
和
町
出
身
）

従
業
員
募
集
：
と
び
・
土
工
・
型
枠
大
工
・
鉄
筋
工
他

各
種
資
格
取
得
者
優
遇
す（
寮
完
備
）

概
ね
、
５０
歳
程
度
の
方
迄
と
い
た
し
ま
す
。

■
本
社

〒
223

−

0056 

横
浜
市
港
北
区
新
吉
田
町
五
七
八
〇
番
地
八
号

　
　
　
　

電　

話　

〇
四
五
（
五
九
二
）
五
〇
七
五

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五
（
五
九
三
）
三
〇
一
八

■
関
東
事
務
所

〒
341

−

0005 

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一

－

一
三
二

－

一

　
　
　
　

電　

話　

〇
四
八
（
九
五
三
）
二
六
六
五

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
（
九
五
三
）
二
六
六
五

　

一
般
建
設
業　

と
び
、土
木
工
事

　

東
京
都
知
事
許
可
番
号（
般

−

２７
）第
１
２
４
４
７
２
号

株
式
会
社 

九ク

州ス

斗ト

建
設　

代
表
取
締
役
　

寺
平 

末
廣
（
河
浦
出
身
）

〒
１
２
１

−

０
８
２
３

東
京
都
足
立
区
伊
興
４

−

３

−

２ 

４

電　

話
／
０ 

３

−

６
８
０
７

−

１
５
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０ 

３

−

６
８
０
７

−

１
５
０
６

ト
バ
セ
電
気
工
事
株
式
会
社

鳥
羽
瀬 

建
男
（
五
和
町
出
身
）

【
本
社
】〒
３
４
３

−

０
８
０
３

　
　
　

埼
玉
県
越
谷
市
砂
原
１
８
０

−

１

電　

話
／
０
４
８

−

９
７
０

−

１
１
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
４
８

−

９
７
０

−

１
１
２
９

【
東
海
支
社
】静
岡
県
三
島
市
平
田
１
７
４

−

１

〒
４
１
１

−

０
８
２
１

電　

話
／
０
５
５

−

９
７
３

−

３
７
１
１

社
会
福
祉
法
人 

明　

照　

園

理
事
長 　

 

三 

宅 

晃 

洋

熊
本
県
天
草
市
久
玉
町
一
二
七
三

－

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
九
六
九
）七
三

－

三
二
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
九
六
九
）七
三

－

三
三
〇
七
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句
会
も
夢
物
語
で
終
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
は
岩
崎
さ
ん
に
俳
句
の
先
生
を
お
願
い
し

た
時
の
話
で
す
。
こ
こ
で
初
め
て
話
し
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
天
草
郷
友
会
の
元
会
長
だ
っ
た
岩

崎
さ
ん
は
雲
の
上
の
よ
う
な
人
で
、
軽
々
し
く
あ

つ
か
ま
し
い
お
願
い
を
で
き
る
よ
う
な
関
係
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
た
っ
て
砕
け
ろ
と
い
う

気
持
ち
で
電
話
を
し
て
、
経
緯
を
簡
単
に
話
し
ま

し
た
。
そ
の
時
は
電
話
だ
け
で
は
軽
々
し
く
引
き

受
け
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
、
面
会
の
日
時
を
決
め

て
会
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
場
所
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
で
し
た
。
当
日
は
慣
れ
な
い
ホ
テ
ル
で

の
待
ち
合
わ
せ
と
、
果
た
し
て
引
き
受
け
て
い
た

だ
け
る
の
か
と
考
え
た
だ
け
で
落
ち
着
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

お
会
い
し
て
、
ど
う
し
て
俳
句
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
の
か
、
何
人
く
ら
い
集
ま
る
の
か
、
続
け

る
事
が
出
来
る
の
か
、
等
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す

が
、
頭
が
真
っ
白
で
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
ひ

と
と
お
り
終
わ
っ
て
「
分
り
ま
し
た
」
と
引
き
受

け
て
頂
い
た
と
き
に
は
脇
の
下
に
は
汗
が
…
。

　

今
思
い
か
え
し
て
考
え
て
み
る
と
多
分
、
首
実

検
を
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
。
俳
句
を
や
り
た

い
と
い
う
男
の
顔
と
や
り
続
け
る
信
念
が
あ
る
か

ど
う
か
の
確
認
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
時
の
印
象
は
聡
明
で
威
厳
の
あ
る
方
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
３０
分
位
の
時
間
で
し
た
が
凄

く
長
く
感
じ
ら
れ
て
、
冷
め
た
コ
ー
ヒ
ー
で
も
と

て
も
美
味
し
か
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

岩
崎
先
生
の
お
陰
で
俳
句
と
い
う
文
芸
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
の
は
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
事
を
本
当
に
愛
情
持
っ
て
俳
句
の
世

▲�岩崎西波（八男）
師の句集本

岩崎八男先生を偲んで

初期のメンバーでの舟の上浜離宮での吟行

◀�於・佃区民館

　

令
和
３
年
１０
月
１９
日　

突
然
、

竹
森
さ
ん
（
元
郷
友
会
副
会
長
）

か
ら
岩
崎
八
男
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
た
と
の
知
ら
せ
を
受
け
ま
し

た
。
も
う
シ
ョ
ッ
ク
で
信
じ
ら
れ

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
す
ぐ
に
苓
洲
会
の
み
ん
な
に

知
ら
せ
て
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

　

岩
崎
先
先
生
に
は
俳
句
会
の
立

ち
上
げ
か
ら
約
１０
年
も
の
間
、
手

取
り
足
取
り
ご
指
導
頂
き
大
変
お

世
話
に
な
り
、
俳
句
の
楽
し
さ
と

言
葉
（
日
本
語
）
の
面
白
さ
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

苓
洲
会
と
い
う
句
会
の
名
前
も

岩
崎
先
生
に
よ
る
命
名
で
し
た
。

「
苓
洲
と
は
天
草
を
表
す
言
葉
だ

か
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
云
わ
れ

た
と
き
、
全
員
一
致
で
「
ぴ
っ
た

り
の
名
前
で
す
。」
と
言
っ
て
喜

び
合
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
５
年
の
節
目
に
『
苓

洲
』
と
い
う
会
員
に
よ
る
句
集
を

作
っ
て
先
生
に
も
喜
ん
で
頂
き
ま

し
た
。

　

因
み
に
岩
崎
さ
ん
を
俳
句
の
師

と
し
て
お
迎
え
す
る
き
っ
か
け
が

弁
護
士
の
園
田
峯
生
さ
ん
（
元
郷

友
会
会
長
）
で
し
た
。
園
田
さ
ん

の
紹
介
が
な
け
れ
ば
、（
ひ
と
え

に
『
東
京
天
草
郷
友
会
』
と
い
う

会
の
縁
が
あ
れ
ば
こ
そ
）
私
達
の
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界
へ
と
導
い
て
頂
き
ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
字
余

り
、
季
語
な
し
、
し
か
も
た
だ
の
文
章
と
し
か
思

え
な
い
も
の
を
一
句
づ
つ
解
説
し
て
俳
句
の
型
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

月
一
回
の
句
会
で
し
た
が
、
先
生
は
一
度
も
休

ま
れ
ず
、
１０
年
間
を
世
田
谷
か
ら
佃
島
や
月
島
の

区
民
館
ま
で
私
達
の
為
に
通
わ
れ
ま
し
た
。（
後

か
ら
ご
自
宅
に
近
い
宮
坂
区
民
セ
ン
タ
ー
に
変
わ

る
）
会
場
へ
は
い
つ
も
１５
分
前
、
吟
行
の
時
の
待

ち
合
わ
せ
場
所
に
も
先
に
来
て
お
ら
れ
、
恐
縮
至

極
で
し
た
。
ご
自
分
の
責
任
は
し
っ
か
り
果
さ
れ

る
一
方
で
、私
達
に
対
し
て
も
必
ず
「
さ
ん
付
け
」

で
呼
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
俗
に
言
う
師
弟
関
係

で
は
な
く
、
同
志
と
し
て
優
し
く
接
し
て
頂
い
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
句

会
で
の
私
の
役
目
は
投
句
を
清
記
表
（
一
覧
表
）

に
ま
と
め
る
役
で
し
た
。
あ
る
時
ひ
ら
が
な
の
語

を
漢
字
変
換
し
て
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ

し
た
ら
、
作
者
は
「
か
な
」
で
書
い
た
と
い
う
こ

と
が
分
り
先
生
に
後
で
怒
ら
れ
ま
し
た
。「
投
句

さ
れ
た
も
の
は
た
と
え
間
違
っ
て
い
て
も
決
し
て

違
う
語
を
書
い
た
り
、
手
を
加
え
た
り
し
て
は
い

け
な
い
。
投
句
さ
れ
た
作
者
の
気
持
ち
と
創
作
を

大
事
に
し
、
そ
の
と
お
り
書
き
な
さ
い
。」
そ
う

い
っ
て
人
の
俳
句
の
大
切
さ
を
教
え
て
貰
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
優
し
く
も
あ

り
、
恐
い
師
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
的
に
は
も
っ
と
書
き
た
い
事
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
頁
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
岩
崎
先
生
の

あ
り
し
日
の
思
い
出
を
綴
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
で

ど
う
ぞ
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
岩
崎
先
生
の
安

ら
か
な
旅
立
ち
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

・
師
の
顔
の
安
ら
か
な
り
し
熟
柿
落
つ

　

竹
森
さ
ん
が
「
岩
崎
さ
ん
は
と
て
も
穏
や
か
な

顔
で
苦
し
み
も
せ
ず
旅
立
た
れ
た
と
息
子
さ
ん
か

ら
聞
い
た
よ
」
と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

�

本
田　

治
幸　

　

岩
崎
八
男
先
生
の
思
い
出 

�

坂
川　
　

武

　

苓
洲
会
に
入
会
し
、
俳
句
の
い
ろ
は
を
岩
崎
先

生
に
教
わ
り
ま
し
た
。
特
徴
の
無
い
私
の
句
に
対

し
て
「
そ
れ
が
ど
う
し
た
」「
た
だ
の
情
景
句
じ
ゃ

な
い
か
」
と
か
「
文
語
体
に
し
な
さ
い
」
と
か
言

わ
れ
、
厳
し
い
中
に
も
先
生
は
優
し
く
添
削
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
あ
る
年
、
江
戸
川
区
の
熟
年
文

化
祭
俳
句
部
門
に
思
い
切
っ
て
応
募
し
て
み
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
何
と
何
と
見
事
銀
賞
に
耀
い
た

の
で
す
。
そ
の
報
告
を
先
生
に
し
ま
し
た
ら
「
よ

～
し
、
よ
く
や
っ
た
」
と
一
緒
に
喜
ん
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
先
生
の
え
び
す
顔
が
印
象

的
で
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
岩
崎
先
生
と
の

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。
先
生
安
ら
か
に
お

休
み
下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲一回目の俳句講義

岩
崎
先
生
を
偲
ん
で 

�

平
山　

敏
明

　

優
し
く
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
物
静
か
な
先
生
が
忘
年
会
の
カ
ラ
オ

ケ
で
“
桃
色
吐
息
”
を
熱
唱
さ
れ
た
時
は
、
感
動

し
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
し
ま
す
。

・
師
遠
く
へ
五
七
五
は
永
遠
に
春
を
待
つ

岩
崎
先
生
の
思
い
出 

�

山
下　

順
子

　

私
が
岩
崎
先
生
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の

は
４
年
半
ぐ
ら
い
前
の
夏
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

場
所
は
世
田
谷
の
区
民
館
で
し
た
。
俳
句
な
ん

て
初
め
て
の
事
で
心
配
で
し
た
が
、
気
楽
に
、
見

学
の
つ
も
り
で
良
い
と
云
っ
て
く
だ
さ
っ
た
本
田

さ
ん
の
お
言
葉
に
甘
え
て
句
会
に
行
か
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
。
い
ざ
始
ま
っ
て
み
る
と
難
し
く

て「
こ
れ
は
見
学
だ
け
で
い
い
わ
」の
気
分
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

句
会
の
中
盤
に
さ
し
か
か
り
、
岩
崎
先
生
は
一

句
づ
つ
講
評
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
分
り
や
す
く

丁
寧
に
と
き
に
ユ
ー
モ
ア
さ
え
交
え
て
和
気
あ
い

あ
い
と
進
ん
で
行
っ
た
の
で
す
。
威
厳
が
あ
り
、

近
寄
り
難
い
雰
囲
気
の
先
生
と
い
う
印
象
が
あ
っ

た
の
に
一
句
づ
つ
進
む
内
に
私
に
も
作
れ
る
か
も

と
い
う
得
意
の
根
拠
の
な
い
自
信
が
湧
い
て
来
て

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

岩
崎
先
生
は
私
の
俳
句
の
扉
を
開
け
て
く
だ

さ
っ
た
恩
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
方
で
し
た
。
岩
崎

先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

赤石での打ち上げ
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天
草
の
お
墓
が
気
に
な
る
け
ど
帰
省
で
き
そ

う
に
な
い
そ
ん
な
時
は

【
お
盆
前
、お
正
月
前
、お
彼
岸（
春・秋
）前
、命
日
な
ど
】

ダ
ス
キ
ン
ラ
イ
フ
ケ
ア
に
お
任
せ
下
さ
れ
ば
、

お
墓
の
お
そ
う
じ
や
、
献
花
を
ご
家
族
様
に

代
わ
っ
て
お
伺
い
し
ま
す

年
間
５
回
の
お
墓
そ
う
じ
パ
ッ
ク

東
京
河
浦
会

会
　
　
長　

富
永
　
英
六

事
務
局
長　

友
山
　
重
則

事
務
局 

〒
253

−

0063 

茅
ヶ
崎
市
柳
島
海
岸
九
九
〇

－

二
二【
友
山
方
】

　
　
　
　
　
　
　

 

電　

話　

〇
四
六
七

－

八
二

－

〇
六
三
一

関
東
ふ
る
さ
と
新
和
会

会　

長　
　

谷
山
　
弘
行

　
　
　
　
　

役
員
一
同

事
務
局　

〒
２
７
３

−

０
１
２
４

　
　
　
　

千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
中
央
２

−

６

−

３７

　
　
　
　

㈱
松
和
工
務
店
内

電　

話　

０
４
７

−

４
４
５

−

３
５
５
６　
　

季節の花宅配専門

ピュアフラワー
東京店

お申込み／お問い合わせ

フリーダイヤル

0120−97−0875
【受付時間】9：00〜16：00
【定休日】土・日・祝日

�
株式会社  内田商会

〒144−0034
東京都大田区西糀谷1−12−9

TEL03−3741−1916

東
京
天
草
郷
友
会
を
応
援
し
ま
す
。

　
関
東
観
乗
寺
会
は
、
毎
年
９
月
最
後
の
日
曜
日

　
　
築
地
本
願
寺
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
皆
様
お
気
軽
に
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
今
年
は
１０
月
２
日（
日
）開
催
で
す
。

　
　
　
　
　
電
話
０
９
６
９

−

６ 

２

−

０
５
１
７

岩
崎
先
生
へ
の
感
謝
と
思
い
出 

�

今
福　

幸
春

　

私
が
天
草
郷
友
会
の
俳
句
の
会
に
始
め
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
２
０
１
１
年
１２
月
の

句
会
か
ら
で
、会
が
発
足
し
て
３
ヶ
月
後
で
し
た
。

　

俳
句
の
こ
と
は
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
岩
崎
先
生
か
ら
「
風
景
を
詠
む
と
き
は
一
瞬

を
切
り
と
る
、
散
文
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
取
り

合
わ
せ
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
、切
れ
字
「
や
」、

「
か
な
」
は
一
緒
に
使
わ
な
い
こ
と
、
心
象
を
直

接
い
う
な
等
、
丁
寧
に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
、
よ
う
や
く
そ
の
意
味
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
句
会
に
参
加
し
て
１０
年
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
今
だ
に
同
じ
誤
り
を
し
て
し
ま
い
、
恥
ず
か

し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
度
、ご
逝
去
の
報
に
接
し
、

２
０
１
９
年
１２
月
ま
で
９
年
間
の
ご
指
導
を
思
い

起
こ
し
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
安
ら
か
に

お
眠
り
下
さ
い
。

岩
崎
先
生
追
悼 

�

小
山　

康
志

　

中
小
企
業
庁
長
官
を
歴
任
と
聞
い
て
「
岩
崎
八

男
」
先
生
は
、
お
堅
い
方
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
初
め
て
お
会
い
し
た
ら
、
笑
顔
が
素
敵
な

温
厚
な
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
で
し
た
。
毎
月
、
句

会
に
参
加
し
、
親
切
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
お

蔭
で
、
俳
句
が
好
き
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。
吟

行
句
会
や
飲
み
会
な
ど
を
通
じ
て
、
先
生
の
人
柄

に
癒
さ
れ
、
人
生
の
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
思

い
ま
す
。岩
崎
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
崎
先
生
の
こ
と 

�

西
岡　

捷
平

　

岩
崎
先
生
に
は
俳
句
の
ご
指
導
を
頂
き
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
俳
句
の
技
量
に
つ
い
て
は
大
変

素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
私
た

ち
が
普
通
に
使
う
言
葉
に
関
し
て
齟
齬
が
あ
っ
た

り
し
て
少
し
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
り
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
長
い
間
の
苓
洲
会
に
お
け
る
句

会
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
先
生
の
ご
逝
去

に
接
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

岩
崎
先
生
の
思
い
出 

�

岩
下　

直
記

　

私
に
と
っ
て
岩
崎
先
生
は
威
厳
が
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
話
す
に
も
緊
張
し
て
し
ま
う
よ
う
な
人

で
し
た
。岩
崎
先
生
の
一
番
の
思
い
出
と
い
え
ば
、

郷
友
会
で
私
が
事
業
部
長
だ
っ
た
頃
、
自
分
の
判

断
で
総
会
の
開
会
宣
言
を
今
迄
の
パ
タ
ー
ン
を
止

め
て
、
若
返
り
を
狙
い
会
員
の
娘
さ
ん
に
や
っ
て

貰
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
後
で
何
か
云
わ
れ
る
か

な
と
、
お
そ
る
お
そ
る
岩
崎
先
生
に
云
い
に
行
っ

た
ら
、「
今
回
の
宣
言
も
含
め
て
斬
新
で
な
か
な

か
い
い
よ
！
」
と
褒
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

時
の
安
堵
感
と
嬉
し
さ
は
ほ
ん
と
う
に
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
で
す
。先
生
の
人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

俳
句
の
講
評
で
も
的
確
な
指
摘
で
分
り
易
く
添

削
を
し
て
頂
き
、
決
し
て
私
達
が
落
ち
込
む
よ
う

な
評
は
さ
れ
ず
、
厳
し
く
も
逃
げ
場
を
与
え
る
優

し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
投
句
者
の
良
い
所
を
見
つ

け
、誉
め
て
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
指
導
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
色
ん
な

思
い
出
を
紡
ぎ
な
が
ら
、
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
崎
先
生
へ
の
追
悼
文 

�

志
茂　

豊
子

　

岩
崎
先
生　

謹
ん
で
ご
逝
去
を
悼
み
、
生
前
の

温
か
い
ご
指
導
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
先
生
に
は
俳
句
会
（
苓
洲
会
）
の
一

人
と
し
て
、
初
心
者
の
私
は
俳
句
の
原
則
か
ら
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
ル
ー
ル
に
則
り
抒
情
詩
が
詠

え
ず
、「
舌ぜ

っ

頭と
う

千せ
ん

転て
ん

」「
寄き

物ぶ
つ

陳ち
ん

思し

」
を
心
が
け

る
よ
う
に
優
し
く
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
た
ま
に
誉

め
ら
れ
る
と
力
と
な
り
落
後
せ
ず
“
学
ぶ
こ
と
の

た
の
し
さ
”
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、
吟
行
で
の

名
所
め
ぐ
り
は
格
別
の
楽
し
さ
が
あ
り
、
お
蔭
で

１０
年
間
も
続
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
先
生
の
豊

か
な
知
性
と
人
間
性
の
素
晴
ら
し
さ
か
ら
大
切
な

世
界
観
、
日
本
語
の
美
し
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
こ
と
は
私
の
宝
で
す
。
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の

事
を
ご
指
導
頂
き
た
か
っ
た
で
す
。
岩
崎
先
生
の

事
を
思
う
と
今
で
も
私
は
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

先
生
は
た
く
さ
ん
の
俳
句
集
を
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
先
生
が
初
期
に
詠
わ
れ
た
「
遠
き
日
や
蝉

に
に
げ
ら
れ
し
は
こ
の
樹
」
と
い
う
句
は
大
好
き

で
す
。
晩
年
、
ご
夫
婦
で
天
草
旅
行
を
さ
れ
た
時

も
こ
の
樹
は
大
樹
に
な
り
や
さ
し
く
風
に
揺
ら
れ

な
が
ら
、
先
生
を
迎
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
お
導
き
を
心

よ
り
感
謝
し
、
安
ら
か
に
永
遠
の
眠
り
に
つ
か
れ

ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
天
草
・
熊

本
出
身
の
偉
人
県
人
で
あ
る
岩
崎
先
生
の
功
績
を

後
世
に
お
伝
え
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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歩
く
、
歩
く
、
歩
く
、

�
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
人
々
　

エツセイ
　

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
は
、
ア
フ
リ
カ
南
東
に
位
置
す

る
世
界
第
４
位
の
大
き
な
島
で
す
。

　

私
は
、
２
０
１
８
年
、
カ
イ
ロ
大
学
で
の
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
明
治
以
降
の
日
本
の
経
験
か
ら

学
ぶ
ー
明
治
１
５
０
周
年
を
迎
え
て
」
出
席
の
帰

り
に
エ
チ
オ
ピ
ア
経
由
で
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

　

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
行
く
ま
で
は
、
知
っ
て
い
た

の
は
あ
の
根
っ
こ
が
空
を
向
い
て
い
る
よ
う
な
バ

オ
バ
ブ
の
木
く
ら
い
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
草

の
郷
土
史
家
の
北
野
典
夫
さ
ん
の
著
書
『
天
草
海

外
発
展
史
』
で
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
明
治
時
代
に

天
草
人
が
活
躍
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
驚
い
た

の
が
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
寄
り
道
の
一
つ
の
動
機
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
人
物
は
、
高
浜
出
身
の
赤
崎
伝
三
郎
で
、

今
か
ら
１
２
０
年
前
の
明
治
３５
年
（
１
９
０
２
）

年
に
３２
歳
で
上
海
、香
港
で
の
コ
ッ
ク
稼
業
の
後
、

イ
ン
ド
シ
ナ
の
サ
イ
ゴ
ン
、
更
に
イ
ン
ド
の
ボ
ン

ベ
イ
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
東
岸
の
ザ
ン
ジ
バ

ル
島
を
経
て
、
明
治
３７
年
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
北
岸

の
要
港
デ
ィ
エ
ゴ
・
ス
ア
レ
ス
（
ア
ン
ツ
ィ
ラ
ナ

ナ
）に
上
陸
し
て
い
る
。フ
ラ
ン
ス
兵
相
手
の
バ
ー

か
ら
大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
に
は
ホ
テ
ル
経
営

に
乗
り
出
し
、
大
成
功
を
収
め
、
昭
和
４
（
１
９

２
９
）
年
に
帰
郷
し
、
高
浜
に
小
学
校
他
多
く
の

�

久
留
米
大
学
大
学
院
比
較
文
化
研
究
科
客
員
教
授　

浦
田　

義
和

寄
付
を
施
し
、
錦
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

露
戦
争
時
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
ス
ア
レ
ス
に
寄
港
し
た

ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
情
報
を
い
ち
早
く

日
本
に
伝
え
、
日
本
勝
利
の
一
役
を
担
っ
た
こ
と

で
も
有
名
で
す
。

　

そ
の
デ
ィ
エ
ゴ
・
ス
ア
レ
ス
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
島
中
央
部
の
首
都
ア
ン
タ
ナ
ナ
リ
ボ
か
ら
北
へ

７
５
０
キ
ロ
く
ら
い
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
世
界

有
数
の
要
港
を
見
下
ろ
す
丘
の
上
に
立
つ
と
、
イ

ン
ド
洋
か
ら
の
風
が
吹
き
付
け
、
立
っ
て
お
れ
な

い
ほ
ど
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
赤
崎
の
建
て
た

高
級
ホ
テ
ル
の
跡
は
、
全
く
残
っ
て
な
く
、
旧
フ

ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
の
砲
台
が
草
叢
の
中
で
錆
び

つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
タ
ナ
ナ
リ
ボ
か
ら
南
に
車
で
４
時
間
近
く

行
く
と
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
第
三
の
都
市
ア
ン

ツ
ィ
ラ
ベ
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
ア
ベ

マ
リ
ア
産
院
が
あ
り
、
そ
こ
に
数
十
年
在
住
の
高

齢
の
助
産
師
牧
野
幸
江
シ
ス
タ
ー
が
い
ら
し
て
、

ち
ょ
う
ど
、
昭
和
大
学
の
医
師
グ
ル
ー
プ
が
口
唇

口
蓋
裂
手
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
い
た
。
え
ら

い
人
た
ち
が
い
る
な
あ
と
感
動
し
ま
し
た
。
往
時

日
活
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
で
有
名
な
映
画
監
督
の
山
本

晋
也
さ
ん
が
取
材
に
来
て
い
て
、
牧
野
さ
ん
ら
と

肩
の
凝
ら
な
い
話
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

話
し
が
相
前
後
し
ま
す
が
、
ア
ン
タ
ナ
ナ
リ
ボ

の
空
港
か
ら
で
こ
ぼ
こ
の
道
を
砂
煙
を
挙
げ
て
走

る
車
か
ら
見
る
と
、
延
々
と
道
路
工
事
を
し
て
い

て
、そ
こ
に
は
「
一
帯
一
路
」
の
横
断
幕
が
か
か
っ

て
い
ま
し
た
。
街
中
に
入
る
と
、
た
ち
ま
ち
相
変

わ
ら
ず
の
交
通
渋
滞
。
で
も
、
宿
に
落
ち
つ
い
て

か
ら
、
散
歩
に
出
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、
人
々
が

ス
リ
ム
で
、
い
か
に
も
敏
捷
そ
う
に
見
え
た
こ
と

で
す
。
実
際
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
で
す
。

試
し
に
、
歩
い
て
い
る
人
を
捕
ま
え
て
、
聞
い
て

み
る
と
、
１
日
に
３０
キ
ロ
ぐ
ら
い
は
平
気
で
歩
い

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
日
に
焼
け
て
褐
色
に

光
っ
て
い
る
脚
に
、
鹿
の
脚
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し

た
。
そ
の
脚
に
蠅
が
数
匹
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

交
通
渋
滞
は
ど
う
や
ら
街
の
中
心
部
だ
け
で
、
と

に
か
く
人
々
は
歩
く
、
歩
く
。
ど
こ
に
行
く
の
も

歩
く
、
歩
く
。
足
が
主
要
な
交
通
手
段
だ
と
い
う

こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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今
回
は
、
頼
山
陽
が
天
草
で
唯
一
の
上
陸
し
た

島
『
樋
島
』
に
つ
い
て
を
取
り
上
げ
る
。

　

徳
川
幕
府
の
時
代
、「
徳
川
将
軍
家
も
天
皇
の

臣
下
に
過
ぎ
な
い
」
と
頼
山
陽
の
「
日
本
外
史
」

は
全
国
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
志
士
た
ち
の

歴
史
認
識
を
変
え
た
。

　

そ
の
頼
山
陽
が
天
草
の
小
島「
樋
島
」に
泊
し
、

『
漢
詩
』
を
詠
っ
て
い
る
。

　

天
草
人
に
と
っ
て
、
頼
山
陽
と
言
え
ば
「
天
草

洋
に
泊
す
」
で
富
岡
が
有
名
で
あ
る
が
、
実
際
に

頼
山
陽
が
富
岡
に
上
陸
し
た
確
か
な
証
拠
は
な
い
。

以
前
、
天
草
市
の
図
書
館
に
、

　
『
頼
山
陽
の
“
天
草
洋
に
泊
す
”
と
あ
る
が
天

草
に
来
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
知
り
た
い
。』

と
質
問
し
た
際
の
回
答
が
あ
る
。

回
答

参
考
：�

頼
山
陽
全
書
（
国
書
刊
行
会
）、
日
本
漢

詩
上
（
新
釈
漢
文
大
系
４５
、
明
治
書
院
）

【
天
草
洋
に
泊
す
（
あ
ま
く
さ
な
だ
に
は
く
す
）】

　

文
政
元
年
（
１
８
１
８
）、
３９
歳
、
九
州
旅
行

の
際
、
天
草
洋
に
舟
泊
り
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ

る
。
８
月
２３
日
、
長
崎
を
出
発
し
茂
木
に
出
て
、

熊
本
方
面
三
角
行
き
の
船
に
の
っ
た
が
、
千
々
岩

灘
沖
で
暴
風
に
あ
い
、
近
く
の
小
島
に
避
難
し
、

２４
日
は
餘
波
の
静
ま
る
の
を
待
ち
、
熊
本
に
つ
い

て
い
た
の
が
２５
日
で
あ
る
。
そ
の
小
島
が
ど
こ
で

あ
る
か
、
明
確
で
な
い
（
島
と
い
え
ば
、
五
和
町

通
詞
島
ぐ
ら
い
し
か
な
い
）。
今
、
山
陽
の
詩
碑

が
天
草
下
島
の
北
端
、
苓
北
町
富
岡
の
西
海
岸
に

建
っ
て
い
る
が
、
山
陽
が
富
岡
に
上
陸
し
た
と
は

思
わ
れ
な
い
。
木
崎
好
尚
氏
の
「
頼
山
陽
」
に
よ

れ
ば
、
２９
日
熊
本
を
発
ち
、
松
橋
（
宇
土
半
島
の

付
け
根
）
か
ら
舟
で
南
下
し
、
翌
日
天
草
島
に
寄

泊
し
、
水
俣
の
少
し
北
、
佐
敷
に
着
く
ま
で
の
間

に
な
る
と
い
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
場
所
が
八
代
湾

（
不
知
火
海
）
に
な
り
、詩
中
の
「
呉
耶
越
」
が
、

中
国
を
対
岸
と
し
た
所
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

と
、
現
に
天
草
灘
は
天
草
島
の
西
北
に
当
る
海
を

い
う
の
と
も
一
致
し
な
い
。

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
結
論
を
言
う
と

　
「
他
の
資
料
に
も
あ
る
が
、『
天
草
洋
に
泊
す
』

は
、
九
州
游
行
の
後
、
推
敲
の
上
完
成
し
た
作
品

で
あ
り
、
必
ず
し
も
実
体
験
を
表
し
て
は
い
な

い
。」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
頼
山
陽
が
天
草
島
に
泊
ま
っ
た
と

う
い
う
頼
山
陽
自
身
の
漢
詩
が
存
在
す
る
。

　

そ
れ
は
、
わ
た
し
の
故
郷
「
樋
島
」
で
あ
る
。

樋
島
に
は
１
８
１
８
年
に
１
泊
し
、
ひ
と
つ
の
漢

詩
を
詠
ん
で
い
る
。

　

次
の
詩
か
ら
我
が
ふ
る
さ
と
『
樋
島
』
に
上
陸

し
、
泊
し
た
の
は
明
ら
か
だ
。

　

大
庄
屋
、
藤
田
家
。
こ
こ
に
は
、
伊
能
忠
敬
も

泊
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

伊
能
忠
敬
は
文
化
７
年
（
１
８
１
０
）
１０
月
２６

日
、
２７
日
、
２８
日
、
測
量
の
た
め
に
、
十
八
人
で

来
島
、
藤
田
家
に
三
泊
し
、『
島
の
周
廻
三
里
四

町
三
十
九
間
』
と
記
録
し
て
い
る
。

　

頼
山
陽
は
文
政
元
年
（
１
８
１
８
）、
伊
能
忠

敬
に
遅
れ
る
こ
と
８
年
、
松
橋
か
ら
薩
摩
ヘ
向
か

う
途
中
寄
港
し
て
藤
田
家
に
一
泊
し
て
い
る
。

（
出
典
は
「
変
わ
り
ゆ
く
ふ
る
さ
と
樋
島
昔
と
今
」

２
０
１
０
年
３
月
）

　
　

自
松
橋
上
船
　
作
促
句
詩

　
　
松
橋
驛
畔
僦
舟
乗

　
　
星
斗
満
天
夜
氣
凝

　
　
寒
臥
舟
腹
如
凍
蠅

　
　
天
明
繋
纜
天
草
島

　
　
島
民
半
以
魚
代
稲

　
　
炊
飯
買
魚
魚
味
良

　
　
南
望
海
波
閃
紅
暾

　
　
礁
影
起
伏
如
浮
黿

　
　
説
是
薩
州
黒
浪
門

　
　
葦
北
相
臨
天
草
洲

　
　
若
萍
群
島
功
通
舟

　
　
舟
人
知
否
我
心
楽

　
　
約
略
風
光
似
藝
州

　

頼
山
陽
が
『
樋
島
』
で
詠
ん
だ
詩
に
つ
い
て
、

広
島
の
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
に
メ
ー
ル
で
質
問

し
、
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

　
『
メ
ー
ル
を
拝
見
し
ま
し
た
。
頼
山
陽
史
跡
資

料
館
の
花
本
と
申
し
ま
す
。

　

さ
て
、
お
尋
ね
の
件
に
つ
い
て
で
す
が
、
頼
山

陽
の
伝
記
研
究
に
関
し
て
は
木
崎
好
尚
氏
に
負
う

所
が
大
き
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
に
点
在
す
る
遺
墨
を
実
験
し
、
調
査
を
重

ね
た
う
え
で
全
伝
を
ま
と
め
た
わ
け
で
す
が
、
現

在
で
は
裏
付
け
と
な
っ
た
原
資
料
を
検
証
す
る
こ

と
も
困
難
で
す
。

　

木
崎
氏
未
見
の
資
料
や
作
品
が
発
見
さ
れ
れ

ば
、
全
伝
の
記
事
を
補
足
で
き
る
わ
け
で
す
が
、

頼
山
陽
の
顕
彰
活
動
が
全
盛
だ
っ
た
時
期
に
確
認

で
き
な
か
っ
た
資
料
が
出
て
く
る
可
能
性
は
ゼ
ロ

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
低
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ご
指
摘
の
詩
は
、『
山
陽
詩
鈔
』
の
巻
四
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
頼
山
陽
全
書　

詩
集
」
で

は
２
４
４
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

促
句
詩
は
、
注
釈
書
に
「
三
句
ご
と
に
一
た
び

韻
を
換
え
、
三
畳
し
て
や
む
。
句
数
九
」
と
あ
り

ま
す
。

　
『
山
陽
詩
鈔
』は
山
陽
自
身
が
詩
を
選
り
す
ぐ
っ

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

山
陽
自
身
納
得
の
い
く
作
品
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

促
句
詩
と
い
う
珍
し
い
ス
タ
イ
ル
に
挑
戦
し
た

異
色
作
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
詩

集
に
載
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
愛
読

し
た
人
に
は
周
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　

以
上
、
と
り
急
ぎ
お
答
え
し
ま
し
た
。
ご
不
明

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。』

〜
天
草
の
小
島
「
樋
島
」
〜

〜
天
草
の
小
島
「
樋
島
」
〜

��

関
東
観
乗
寺
会
　
会
長

関
東
観
乗
寺
会
　
会
長
　　
段
下
　
文
男
（
龍
ケ
岳
）

段
下
　
文
男
（
龍
ケ
岳
）

天 

草 

の 

歴 

史
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頼
山
陽
史
跡
資
料
館

　

出
典
の
「
変
わ
り
ゆ
く
ふ
る
さ
と
樋
島
昔
と
今

２
０
１
０
年
３
月
」
読
み
や
す
く
し
て
み
る
。

自
松
橋
上
船
　
作
促
句
詩

　

松
橋
よ
り
舟
に
上
り
句
詩
を
作
促
す

松
橋
驛
畔
僦
舟
乗

　
（
松
橋
駅
の
畔
よ
り
舟
を
や
と
う
て
乗
る
）

　

�（
マ
ツ
バ
セ
エ
キ
ノ
ホ
ト
リ
ヨ
リ
、
フ
ネ
ヲ
ヤ

ト
ウ
テ
ノ
ル
）

星
斗
満
天
夜
氣
凝

　
（
星
斗
天
に
満
ち
て
夜
気
凝
る
）

　
（
ホ
シ
テ
ン
ニ
ミ
チ
テ
、
ヤ
キ
コ
ル
）

寒
臥
舟
腹
如
凍
蠅

　
（
舟
腹
に
寒
臥
し
て
凍
蝿
の
如
し
）

　
（
フ
ナ
バ
ラ
ニ
カ
ン
ガ
シ
テ
、イ
テ
バ
エ
ノ
ゴ
ト
シ
）

天
明
繋
纜
天
草
島

（
夜
明
け
に
と
も
づ
な
を
繋
ぐ
天
草
島
）

（
ヨ
ア
ケ
ニ
ト
モ
ヅ
ナ
ヲ
ツ
ナ
グ
ア
マ
ク
サ
ジ
マ
）

島
民
半
以
魚
代
稲

（
島
民
半
ば
魚
を
以
て
稲
に
代
う
）

（
ト
ウ
ミ
ン
ナ
カ
バ
、
ウ
オ
ヲ
モ
ツ
テ
イ
ネ
ニ
カ
ウ
）

炊
飯
買
魚
魚
味
良

（
飯
を
炊
き
魚
を
買
う
魚
の
味
好
し
）

（
メ
シ
ヲ
タ
キ
、ウ
オ
ヲ
カ
ウ
、ウ
オ
ノ
ア
ジ
ヨ
シ
）

南
望
海
波
閃
紅
暾

（
南
海
波
を
望
め
ば
朝
日
に
閃
き
）

（
ナ
ン
カ
イ
ハ
ヲ
ノ
ゾ
メ
バ
、
ア
サ
ヒ
ニ
ヒ
ラ
メ
キ
）

礁
影
起
伏
如
浮
黿

（
礁
影
起
伏
し
て
亀
の
如
し
）

（
シ
ョ
ウ
エ
イ
キ
フ
ク
シ
テ
、
カ
メ
ノ
ゴ
ト
シ
）

説
是
薩
州
黒
浪
門

（
説
く
薩
州
黒
浪
門
）

ト
ク
コ
レ
サ
ッ
シ
ュ
ウ
コ
ク
ロ
ウ
モ
ン

葦
北
相
臨
天
草
洲

（
葦
北
相
臨
む
天
草
洲
＝
樋
島
）

ア
シ
キ
タ
ア
イ
ノ
ゾ
ム
ア
マ
ク
サ
ジ
マ

若
萍
群
島
功
通
舟	

（
若
き
浮
草
の
群
島
功
に
舟
を
通
す
）

ワ
カ
キ
ウ
キ
ク
サ
ノ
グ
ン
ト
ウ
タ
ク
ミ
ニ
フ
ネ
ヲ

ト
オ
ス

舟
人
知
否
我
心
楽

（
舟
人
知
る
や
否
や
我
が
心
楽
し
き
を
）

フ
ナ
ビ
ト
シ
ル
ヤ
イ
ナ
ヤ
ワ
ガ
コ
コ
ロ
ノ
タ
ノ
シ

キ
ヲ

約
略
風
光
似
藝
州

（
約
略
風
光
の
芸
州
＝
広
島
に
似
た
る
）

ヤ
ク
リ
ャ
ク
フ
ウ
コ
ウ
ノ
ゲ
イ
シ
ュ
ウ
ニ
タ
ル
ヲ

　

前
出
の
「
変
わ
り
ゆ
く
ふ
る
さ
と
樋
島
の
今
と

昔
」
よ
り
解
説
し
て
も
ら
お
う
。

　
「
右
の
山
陽
の
詩
に
よ
っ
て
わ
か
る
の
は
、「
松

橋
」
か
ら
舟
に
乗
っ
て
夜
を
明
か
し
て
「
天
草
島
」

に
着
い
た
。
そ
の
「
天
草
洲
」
と
「
芦
北
」
が
た

が
い
に
望
む
こ
の
風
光
は
、山
陽
の
国「
芸
州
」（
広

島
県
）
の
海
に
よ
く
似
て
い
る
す
な
わ
ち
瀬
戸
内

海
を
髣
髴
す
る
か
の
よ
う
だ
と
あ
る
。

　

た
だ
し
そ
こ
に
は
樋
島
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
右
の
山
陽
の
詩
か
ら
、
坂
本
箕
山
は

そ
の
「
天
草
島
」
ま
た
は
「
天
草
洲
」
を
「
樋
島
」

と
見
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
松
橋
か
ら
八
代
海
を

を
南
下
し
て
い
く
途
中
で
、
航
路
が
海
流
の
関
係

で
少
し
西
側
へ
流
さ
れ
る
と
天
草
上
島
の
東
南
の

位
置
に
あ
る
樋
島
に
到
着
す
る
こ
と
は
当
を
得
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
樋
島
に
上
陸
し
一
泊
し
た
の
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
山
陽
の
詩
に「
纜と

も
づ
な

を
繋
ぐ
天
草
島
」

と
あ
る
か
ら
当
然
上
陸
し
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら

に
「
島
民
半
ば
魚
を
似
て
稲
に
代
う
、
飯
を
炊
き

魚
を
買
う
魚
の
味
好
し
」
と
あ
り
、
島
民
が
半
漁

半
農
の
生
活
風
土
で
あ
り
、
山
陽
自
身
が
魚
を
食

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
少
々
詳
し
く
記
述
し
て

い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
島
で
た
だ
水
を
飲

み
飯
を
食
し
た
の
み
で
な
く
、
一
泊
ま
で
し
た
で

あ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
砥
岐
組
九
ヶ
村
を
束
ね
る
樋
島
村
の
大

庄
屋
藤
田
家
か
、
同
村
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
女

向
山
願
乗
寺
（
文
政
十
三
年
よ
り
改
名
し
て
観
乗

寺
）
で
あ
ろ
う
。
以
下
略
。」

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
頼
山
陽
は
「
天
草
洲
＝
樋

島
」
に
立
ち
寄
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

頼
山
陽
の
行
程
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
熊
本
に
は
四
日
間
滞
在
し
、
八
月
二
十
九
日

に
鹿
児
島
に
向
っ
た
。

　

松
橋
か
ら
船
に
乗
り
、
不
知
火
海
（
八
代
海
）

を
南
下
、
翌
日
は
天
草
島
に
寄
泊
の
上
、
佐
敷
で

上
陸
し
て
橋
本
屋
に
宿
泊
し
た
。

そ
れ
か
ら
陸
路
で
津つ

奈な

木ぎ

に
至
り
深ふ

か
水み

春
山
の
家

に
泊
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
綱
樹
の
嶺
（
つ
な
ぎ
み
ね
、
津
奈

木
峠
）
を
越
え
て
水
俣
に
至
り
、
郷
士
徳
富
太
蔵

方
に
一
泊
し
た
。

　

徳
富
美よ

し
信の

ぶ
（
明
治
十
八
年
没
・
八
十
九
歳
）
は

鶴
眠
と
号
し
辛
島
鹽
井
の
高
弟
で
、
互
に
談
笑
し

た
が
…
、
そ
の
時
山
陽
は
「
綱
樹
の
嶺
を
踰こ

ゆ
」

の
詩
を
示
し
た
。

　

こ
の
美
信
の
孫
が
後
年
、
歴
史
家
・
思
想
家
・

文
明
批
評
家
と
し
て
名
高
く
、
ま
た
、「
昭
和
の

頼
山
陽
」
と
称
せ
ら
れ
た
徳
富
蘇
峰
で
あ
り
、
そ

の
弟
が
小
説
家
の
徳
富
蘆
花
で
あ
る
。

　

本
家
徳
富
に
宿
り
、
祖
父
の
家
に
も
来
て
、
額

（
成せ

い

簣き

の
二
大
字
）
な
ど
を
書
い
た
。「
成せ

い

簣き

」
の

額
面
は
、
徳
富
蘇
峰
の
大
森
「
山
王
草
堂
」
に
、

そ
の
ま
ま
掛
け
ら
れ
て
、書
庫
の
名（
成
簣
堂
文
庫
）

に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
成
簣
と
は
、「
論
語
」
の

中
の
言
葉
で
、
竹
の
箕み

に
盛
っ
た
土
の
意
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
熊
本
か
ら
水
俣
さ
ら
に
薩
摩
に
行
く

途
中
、
樋
島
に
寄
っ
た
の
だ
。

　

樋
島
は
古
来
よ
り
水
の
豊
富
な
島
と
し
て
知
ら

れ
、
遠
く
は
景
行
天
皇
か
ら
伊
能
忠
敬
、
そ
し
て

海
運
業
が
盛
ん
だ
っ
た
昭
和
三
十
年
代
ま
で
船
の

水
の
補
給
港
で
あ
っ
た
。
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  皆様からの心のこもった寄付金が大きな手助けになっています。
ありがとうございます。

1,000円から何口でも結構です。

新型コロナウイルス感染症はオミクロン株という新たな問題が発生していますが、そのような中、
奨学生の皆さんは勉学に励んでいます。 昨年度は多くの方にご寄付をいただきました。

新しい社会を担う若者の「今」と「未来」を応援したいと思っています。ご協力をお願い申し上げます。

郵便局備え付けの払込取扱票に、東京天草育英会の
口座記号・番号（００１００ ＝ ４ ＝　 ３６２１２７）を、

そして加入者名の欄に「一般財団法人東京天草育英会」 と お書きください。
一般財団法人 東京天草育英会   理事長　園田峯生

☎０３－６２６１－５５９８　　URL http://amakusa-ikueikai.com
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大仁田　淳
雨森　雅子
田付　　明
松本　浩樹
小澤　繁光
安藤　儀幸
豊永　康子
吉村いつみ
西田　勝年
平方　和穂
柴田　治美
松本ユキエ
黒瀬日出男
金子　秀明
木村さよ子
会友 ２名
石塚　泰子
木村　　功

天草町 30名
川原　利之
川原　照文
関根　正伸
笠　　　寛
薮本　房雄
徳永　水郎
松浦　陸子
方尾　武信
原田　眞一
桁山　輝雄
武田三千穂
木田　研一
若松キヌ子
中本　幸政
磯本　　繁
竹森　　要
大木　暢夫
若松　一喜
佃　　幸人
上田　幸穂
町村　良之
下唐湊恵美子
山下　清二
追分けい子
西岡　智彦

松山　英文
原田　初則
森　　秋雄
入口　寅雄
大西由紀子
有明 25名
香月　秀廣
赤城　一徳
柴田　英雄
山田　敏房
押方　和雅
押方喜恵子
永濱　　巌
黒木　憲一
砂岡　俊宏
松崎　文男
津﨑　勝志
天草　二郎
高戸　三幸
明瀬　　建
橋本　正志
今福　幸春
柴田　健雄
藪　　親晴
中川　信男
河内　康宏

嶋田　秀樹
濱崎　淳一
黒木　良美
今福　　武
入来　哲男
五和 29名
清原　桂典
久野　栄子
佐藤　睦子
森本　雅生
村上三保子
小林　惟邦
中井詔太郎
吉野平八郎
荒木　親洋
桁山千鶴香
岩崎　良昭
清水　一男
小山　隆紹
釜崎孝行・初女
泉　　善尊
鳥羽瀬建男
浜﨑　照元
長濱　敏明
井上　正三
三澤　哲也

松下　一郎
山本　忠義
坂本　秀明
猪口　逸男
田尻　鉄矢
池田　光希
山下　　登
猪口　孝一
西　　末光
牛深 15名
福田　耕司
笹原　亮二
山崎　義則
兒島　五郎
岩下　好夫
早水　橋夫
上　　元範
吉川　栄生
緒方　勝志
中道　俊信
岡部　佳子
下川　洋子
三宅　健富
口脇　紀子
長谷場亮祐

大矢野 8名
田中　一俊
園田　雅宣
山田　民雄
古嶋　康義
内野　多恵
浅尾由美子
池谷　卓兒
川口　智光
河浦 12名
寺平　末廣
富永　英六
横田　吉弘
岩﨑　勝美
倉田　蕃造
大塚　延子
歳田　博文
仁科　正男
安達　大悟
大平　幸博
三宅　康定
友山　重則
倉岳 5名
藤川　富次
坂口　政光
稲葉由紀子

稲田　彰典
髙尾　朋行
御所浦 12名
西浦三喜男
西浦ミチ子
荒木　次代
森田　義博
森　　智昭
松崎由基夫
田中　盛正
冨山　訓全
天羽　幾世
青山　典子
小平　三男
藤門　昌朝
新和 17名
助村　龍弘
谷山　弘行
藤川　博祥
松元　　巧
山下　順子
浦田　　建
平山　敏明
川端　光広
鈴木　鈴美
助村　隆郎

岡本　日吉
清水　幸人
尾田　為人
園田　達彦
蜂谷　憲一
中元　令士
竹元　茂樹
栖本 12名
勝木　　隆
緒方　　清
山口　安信
今泉　セツ
吉田　眞一
川端美根子
近藤　賢一
岡田　松市
原田るみ子
福田　末隆
兼平りみ子
久保内総子
姫戸 12名
内田由美子
前田　義明
山下　純二
井上　　勉
甲田　敏明

若松　孝市
本田　治幸
山田　廣記
吉永　英二
山田慶次郎
出口　定敏
木場　光市
本渡 41名
平山　直子
吉本　　守
秋田　健二
園田　峯生
織田　　堅
新　　征男
松尾　希一
赤石　洋子
金子　尚弘
大曲　　仁
松下　　治
松本マチ子
原田　純吾
山下　康親
佐藤　節代
山口　誠一
江上　　治
梅本　　進

山田　輝夫
鶴田　邦久
渡辺　和則
亀子　　昴
松尾　和生
伊藤　博通
星野　悦子
山中　麗子
新　日出雄
井坂久美子
藤田　和雄
小島　信雄
北内　寿夫
仁田　健次
柏原芙紀子
洲崎　千尋
野田としこ
鶴田　義久
平田　俊清
野口　　明
村田　満徳
原田　幸徳
池田　健治
松島　8名
大久保幸一
松田　裕一

高戸　　昇
清原ミツヨ
坂口　亜衣
加瀨　初美
塚本　浩晴
志茂　豊子
龍ヶ岳 17名
吉井　清博
堺　　千種
中野　重徳
西岡　捷平
緒方　輝男
中　　直治
段下　正志
岩下　直記
岩元多美恵
浜崎　　明
久保祐一郎
溝脇　啓子
堺　　亜琉
坂川　　武
瀧下　啓介
段下　文男
島崎源之助
苓北　16名
中村加津枝

2021年度会費納入者一覧表(12月31日現在）
会費納入者　261名� 合計　522,000円

　　　　　　　　　　　ご寄付者（９１名）� （2021年12月31日現在）維持会費（18名）
堺　　亜琉 50,000
藤川　博祥 30,000
荒木　親洋 30,000
桁山千鶴香 30,000
上田　幸穂 30,000
塚本　浩晴 30,000
柴田　治美 30,000
緒方　輝男 20,000
竹森　　要 20,000
内田由美子 10,000
福田　耕司 10,000
園田　峯生 10,000
山崎　義則 10,000
赤石　洋子 10,000
甲田　敏明 10,000
中本　幸政 10,000
安達　大悟 10,000
坂川　　武 10,000
合　計　￥360,000

事務局より ２０２１年度の会費・維持会費・ご寄付ありがとうございました。
■会の諸活動費は、皆様の会費で運営いたしております。
■�尚、会費・維持会費・ご寄付を頂いた方には、本来であれば領収書を送付すべきところですが、経費削減を図るため、会報に記載することで省略させて
頂きます。万一、記載漏れ等ございましたら、事務局までお知らせください。対処させていただきます。どうかご理解のほどよろしくお願いいたします。

　令和3年１2月31日事務局に提出された令和3年度
決算報告書の各事項について監査した。
　会計に関する帳簿、計算書類について立会照合
等により調査した結果、何れも、その取扱いが正
当で、処理が正確であることを認めます。

　　令和４年1月３１日
　　東京天草郷友会　会計監査　段下正志　　㊞
　　　　　　　　　　会計監査　若松一喜　　㊞

令和３年度収支決算書
（令和３年1月1日～令和３年12月31日）

収入の部（円） 支出の部
前期繰越金 2,576,405 通信費 352,301
年会費 522,000 事務費 47,139
維持会費 360,000 支払手数料 64,580
寄付金 412,000 慶弔費他 188,500
会報広告費 721,000 会報製作費 833,910
幹事会他収入 324,000 幹事会他 455,574

計 4,915,405 計 1,942,004
次年度への繰越金 2,973,401

田中　盛正 30,000
関根　正伸 10,000
西浦三喜男・ミチコ 10,000
若松　孝市 10,000
松崎由基夫 10,000
川口　智光 10,000
今福　幸春 10,000
塚本　浩晴 10,000
安達　大悟 10,000
山下　純二 8,000
松元　　巧 8,000
山下　順子 8,000
岩下　直記 8,000
中本　幸政 8,000
若松　一喜 8,000
久保祐一郎 8,000
新　日出雄 8,000
佃　　幸人 8,000
稲田　彰典 8,000
西田　勝年 8,000
坂川　　武 8,000
竹元　茂樹 8,000
原田　幸徳 8,000

西　　末光 8,000
吉田　眞一 5,000
田尻　鉄矢 5,000
志茂　豊子 5,000
堺　　千種 3,000
清原　桂典 3,000
川原　利之 3,000
田中　一俊 3,000
富永　英六 3,000
笹原　亮二 3,000
谷山　弘行 3,000
岩﨑　勝美 3,000
石塚　泰子 3,000
井上　　勉 3,000
大曲　　仁 3,000
山下　康親 3,000
山田　敏房 3,000
原田　眞一 3,000
平山　敏明 3,000
上　　元範 3,000
川端　光広 3,000
小山　隆紹 3,000
釜崎孝行・初女 3,000

内野　多恵 3,000
武田三千穂 3,000
津﨑　勝志 3,000
天草　二郎 3,000
岩元多美恵 3,000
鶴田　邦久 3,000
泉　　善尊 3,000
磯本　　繁 3,000
井上　正三 3,000
助村　隆郎 3,000
明瀬　　建 3,000
清原ミツヨ 3,000
天羽　幾世 3,000
尾田　為人 3,000
園田　達彦 3,000
仁科　正男 3,000
加瀬　初美 3,000
河内　康宏 3,000
山本　忠義 3,000
町村　良之 3,000
北内　寿夫 3,000
野田としこ 3,000
追分けい子 3,000

黒瀬日出男 3,000
原田　初則 3,000
中元　令士 3,000
段下　文男 3,000
島崎源之助 3,000
横田　吉弘 2,000
本田　治幸 2,000
洲崎　千尋 2,000
髙尾　朋行 2,000
中村加津枝 2,000
江上　　治 2,000
藤門　昌朝 2,000
木村さよ子 2,000
鳥羽瀬建男 2,000
佐藤　睦子 1,000
薮本房雄 1,000
坂口　政光 1,000
山田　廣記 1,000
松尾　和生 1,000
池田　光希 1,000
大西由紀子 1,000
池田　健治 1,000
合計　￥412,000

東京天草郷友会 会報令和４（２０２2）年３月１５日（19） 第１１４号

令和３年度活動報告　　　　　　　　令和3年12月31日迄

年月日 活動内容 開催場所その他

2021年3月15日 会報「あまくさ」１１２号発行 事務局より発送

2021年8月29日 東京天草郷友会第一回幹事会 東京ガーデンパレス

2021年9月15日 会報「あまくさ」１１３号発行 事務局より発送

2021年12月5日 東京天草郷友会第二回幹事会 東京ガーデンパレス

令和４年度活動予定　　　　　　　　令和４年１２月３１日迄

年月日 活動内容 開催場所その他

２０２２年３月１５日 会報「あまくさ」１１４号発行 事務局より発送

２０２２年３月２７日 東京天草郷友会三役・部長会 東京ガーデンパレス

２０２２年４月１７日 東京天草郷友会総会（幹事のみ参加） 東京ガーデンパレス

２０２２年７月７日 東京天草郷友会チャリティーゴルフ大会 山武グリーンカントリークラブ

２０２２年９月１５日 会報「あまくさ」１１５号発行 事務局より発送

２０２２年１０月１０日 第４回天草地域対抗のど自慢大会 タワーホール船堀（船堀駅前）



事業部だより

開催日　　令和4年10月10日(月) 　正午(12時)〜

開催場所　タワーホール船堀　5F小ホール
　〒134-0091 東京都江戸川区船堀4-1-1　TEL.03-5676-2211
　 《アクセス》　都営新宿線 船堀駅 徒歩1分(駅前すぐ)

入場料（出場費含む）１人当り１，０００円

内　容
　●地区別対抗とする ☆地区優勝チーム
　　 ：上位３名の合計点トップチーム
　●部門別（４部門）で優勝を競う
　　①少年の部（５歳〜１７歳）　　②青年の部（１８歳〜４４歳）
　　③壮年の部（４５歳〜６９歳）　　④熟年の部（７０歳以上）
　●地区優勝チーム・各部門優勝者にはトロフィーを授与し深く栄誉を称える

出場条件　天草出身者とその縁故者
　　　　　※あなたのお子さん、お孫さんを出さしてください。お願いします。

【お問合せ先】　東京天草郷友会事務局　〒１３２－００２１ 江戸川区中央２－１－２１　国土緑化（株）内
TEL ０３-３６５１-１１９３　Mail info@amakusa-gouyuukai.com　岩下直記　携帯 ０９０-2324-4203

第四回 天草地域対抗のど自慢大会のお知らせ

令和４（２０２2）年３月１５日 （20）東京天草郷友会 会報第１１４号
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４
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チャリティーゴルフ大会のチャリティーゴルフ大会の のお知らせのお知らせ
東京天草郷友会主催

開 催

東京天草郷友会主催チャリティーゴルフ開催要領
開催日　令和４年７月７日（木）
会　場　山武グリーンカントリークラブ
　　　〒289-1205　千葉県山武市椎崎1552（圏央道山武成東ICから3分）

開催の趣旨  �親睦及びチャリティー
　　　　　　（臨機応変な災害救急支援等のための基金の積立て）
参加対象者  �会員・会友・天草出身者に限らず、親睦やチャリティー

の趣旨に賛同していただける方であれば、どなたでも歓
迎しますので、友人等もお誘いの上、お申し込みください。
組み合わせの希望も自由です。

連絡先・問合せ先　東京天草郷友会事務局
　　　　　　　　　　（TEL 03-3651-1193　FAX 03-3651-1135）

日時 　令和４年
　　　 ３月２７日
　　　　１２：００～１５：００

場所 　東京ガーデンパレス
　　　　２Ｆ高千穂

会費 　５，０００円
� ※詳しくは別途お知らせします

三役・部長会三役・部長会
のお知らせのお知らせ

令和４年度

　２０年にわたりゴルフ愛好者有志により開催されていた天草出身者による
「ふるさと対抗ゴルフ大会」が終了して早３年になろうとしていますが、
コンペの再開を希望する方々のお声が多いことを踏まえまして、東京天草
郷友会におきましては、新たに「東京天草郷友会主催チャリティーゴルフ
大会」を下記のとおり開催する運びとなりました。
　前回（令和元年）のコンペの参加者につきましては、改めて参加のご案
内を申し上げる予定ですが、初参加の方におかれましても、開催の趣旨で
ある親睦とチャリティーに賛同いただける方は、振るって参加ください。
　参加くださる方には、改めて詳細にご案内申し上げますので、令和４年
５月末日までに、東京天草郷友会事務局（下記）あての電話又はＦＡＸに
て、参加者の氏名・住所・携帯電話番号をお知らせくださいますようお願
い申し上げます。
　なお、今後のコロナウィルス感染症の感染状況の次第によっては、開催
を中止する場合がありますので、ご了承ください。開催中止の場合は、東
京天草郷友会ホームページにてお知らせ申し上げます。


